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巻
頭
言

　

日
本
復
帰
し
て
三
十
年
が
経
過
し
た

昨
年
、新
た
な
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
、今
後
十
年
の
沖
縄
の
指
針
で

あ
る
沖
縄
振
興
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
振
興
開
発
計
画
は
、社
会
資

本
の
充
実
と
い
う
面
で
は
進
歩
が
見
ら

れ
た
が
、経
済
の
筋
力
、体
力
の
増
強
に

は
繋
が
ら
ず
自
立
経
済
の
達
成
に
は
至

っ
て
い
な
い
。そ
の
体
系
に
は
限
界
が
あ

っ
た
こ
と
が
県
の
点
検
報
告
書
で
は
じ

め
て
明
記
さ
れ
た
。復
帰
後
沖
縄
を
取
り

巻
く
環
境
で
最
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
日

本
経
済
の
凋
落
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
国
家

財
政
に
依
存
し
、規
定
さ
れ
て
き
た
沖
縄

は
官
需
依
存
か
ら
民
需
依
存
へ
と
転
換

し
、成
長
の
エ
ン
ジ
ン
の
内
蔵
が
不
可
避

と
な
っ
て
い
る
。

　

新
振
計
の
議
論
で
強
調
さ
れ
た
こ
と

は
、従
前
の
踏
襲
で
は
な
く
、新
し
い
視

点
か
ら
の
発
展
方
向（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
）が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。過
去
約
三
十
年
間
に
沖
縄
を
取
り
巻

く
社
会
、経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
。

と
り
わ
け
日
本
経
済
の
凋
落
は
著
し
く
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
財
政
に
依
存
す
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。他
方
、Ｉ
Ｔ

の
進
展
、大
競
争
の
展
開
、環
境
の
時
代

が
到
来
し
、時
流
に
即
し
た
振
興
発
展
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
振
興
、発
展
に
関
す
る
議
論
は

構
想
、計
画
等
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政
策

や
マ
ク
ロ
の
大
枠
の
議
論
が
多
く
、産
業

や
市
場
の
視
点
に
立
っ
た
各
論
の
議
論

が
弱
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。沖
縄
経
済
の

課
題
を
踏
ま
え
、後
者
の
視
点
か
ら
、�

経
済
特
区
、�
文
化
、感
性
の
産
業
化
、�

地
場
産
業
の
振
興
、�
ア
ジ
ア
と
の
連
結

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、沖
縄
産
業
発
展
の

方
向
を
示
し
た
い
。

　

�
日
本
経
済
が
抜
本
的
な
変
革
を
迫

ら
れ
て
い
る
中
、新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
産
業
の
創
出
、振
興
を
図
り
、日
本

経
済
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
の

が
沖
縄
の
経
済
特
区
の
理
念
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
今
展
開
さ
れ
て
い
る
全
国
版
の

構
造
改
革
特
区
の
理
念
と
奇
し
く
も
一

致
す
る
。沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
は
観

光
振
興
地
域
、沖
縄
型
特
定
免
税
店
、情

報
通
信
産
業
振
興
地
域
、情
報
通
信
産
業

特
別
地
区
、産
業
高
度
化
地
域
、自
由
貿

易
地
域
、金
融
業
務
特
別
地
区
を
指
定
し

課
税
の
特
例
等
の
措
置
を
講
ず
る
等
し

て
、産
業
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
経
済
特

区
で
あ
る
。し
か
し
、現
行
の
制
度
は
産

業
が
発
芽
す
る
の
に
十
分
な
条
件
が
揃

っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。金
融
特
区
に

お
け
る
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
業
務
の
許

可
等
さ
ら
な
る
規
制
緩
和
や
構
造
改
革

特
区
で
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
雇
用

特
区
、教
育
特
区
、医
療
特
区
等
の
概
念

を
練
り
上
げ
て
提
案
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。基
地
跡
地
利
用
等
に
も
こ

れ
ら
が
有
効
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。そ
の

際
、制
度
改
変
、規
制
緩
和
に
よ
る
産
業

創
出
、経
済
発
展
の
確
た
る
シ
ナ
リ
オ
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

�
も
と
よ
り
比
較
優
位
が
少
な
い
沖

縄
で
あ
る
が
、人
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

生
産
に
戻
す
と
い
う
静
脈
の
産
業
論
か

ら
は
、癒
し
・
安
ら
ぎ
、健
康
・
長
寿
等
の

優
位
性
が
高
い
の
が
多
い
。こ
れ
ら
文
化
、

感
性
の
産
業
化
は
既
に
市
場
が
認
め
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
お
り
オ
キ
ナ
ワ
型
産
業

の
拡
大
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

�
右
肩
下
が
り
の
経
済
下
で
足
下
を

固
め
る
政
策
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。需
要

が
一
定
で
も
県
内
の
自
給
率
を
高
め
れ

ば
生
産
誘
発
や
雇
用
誘
発
が
高
ま
り
、県

経
済
の
足
腰
を
強
く
す
る
こ
と
に
な
る
。

自
給
率
の
向
上
は
観
光
、情
報
技
術（
Ｉ

Ｔ
）、癒
し
、健
康
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
駆

使
し
て
可
能
で
あ
る
。

　

�
ア
ジ
ア
の
連
携
は
叫
ば
れ
て
か
ら

久
し
い
が
沖
縄
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
く
、結
実
し
た
も
の
は
少
な
い
。時

間
、空
間
を
越
え
て
資
源
利
用
を
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
の
追
求
は
島
嶼
社

会
に
お
け
る
産
業
発
展
の
素
地
と
し
て

不
可
欠
で
あ
り
、ア
ジ
ア
と
の
連
結
の
基

本
で
あ
る
。ア
ジ
ア
の
観
光
需
要
の
引
き

込
み
、中
国
を
主
と
し
た
ア
ジ
ア
の
ト
ラ

ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
等
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

沖
縄
の
産
業
論
は
総
論
の
時
代
は
過

ぎ
て
お
り「
個
」の
視
点
か
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
す
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。各
論
の
産
業
論
を
展
開
し
経
済
自
立

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

沖縄国際大学　教授

富 川 盛 武

沖
縄
の
産
業
発
展
の

方
向
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平
成
十
五
年
度
内
閣
府
沖
縄
関
係
予
算
の
概
要

平成15年度内閣府沖縄担当部局概算決定額及び14年度補正予算額
（単位：百万円、％）

㈵　基本的政策企画
　　立案等経費

㈼　沖縄振興開発事
　　業費等

合　　　計

事　　　項 合計額
平成１４年度

予　算　額

平成１５年度

概算決定額

平成１４年度

補正予算額

27,490

291,161

318,651

（100.6）

27,662

（96.0）

279,635

（96.4）

307,297

（115.9）

31,868

（105.8）

307,957

（106.6）

339,825

4,206

28,322

32,528

一 

自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た

　

 

産
業
の
振
興

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百万円
○  観光振興地域等整備事業　　　　　
○  沖縄観光共通プラットホーム構築事業
○  観光産業人材育成事業　
○  那覇国際観光港整備事業　  　（港湾空港整備事業を活用）
○  エコツーリズム推進関連基盤整備事業
○  観光拠点としてのビーチ活用手法調査
　　　　　　　　　　（沖縄特定開発事業推進調査費を活用）
○  沖縄体験滞在交流促進事業
○  沖縄自動車道利用促進事業
○  世界遺産周辺整備事業
○  沖縄観光等産業間連携推進事業　
○  エコツーリズム推進事業　
○  健康保養型観光推進事業　
※  検討中は、平成15年度において沖縄特別振興対策調整費の
　  活用を検討している事業で、以下同じ。

　110
104

49

400

340
1,665

400
（検討中）
（検討中）
（検討中）

主な事業

主な事業

　

平
成
十
五
年
度
は
、平
成
十
四
年
四
月

に
施
行
さ
れ
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
及

び
同
年
七
月
に
決
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計

画
を
受
け
て
、計
画
の
基
本
方
向
に
沿
っ

て
自
立
型
経
済
の
構
築
等
に
向
け
た
効
果

的
な
振
興
策
を
着
実
に
推
進
す
べ
き
大
変

重
要
な
年
度
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、内
閣
府
に
お

け
る
沖
縄
関
係
の
平
成
十
五
年
度
の
概
算

決
定
額
は
、三
千
七
十
二
億
九
千
七
百
万

円（
対
前
年
度
比
九
十
六
・
四
％
）、う
ち
基

本
的
政
策
企
画
立
案
等
経
費
が
二
百
七
十

六
億
六
千
二
百
万
円（
対
前
年
度
比
一
〇

〇
・
六
％
）、沖
縄
振
興
開
発
事
業
費
等
が

二
千
七
百
九
十
六
億
三
千
五
百
万
円（
対

前
年
度
比
九
十
六
・
〇
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
日
に

概
算
閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
十
四
年
度
補

正
予
算
と
合
わ
せ
る
と
、総
額
で
三
千
三

百
九
十
八
億
二
千
五
百
万
円（
対
前
年
度

比
一
〇
六
・
六
％
）、う
ち
基
本
的
政
策
企

画
立
案
等
経
費
が
三
百
十
八
億
六
千
八
百

万
円（
対
前
年
度
比
一
一
五
・
九
％
）、沖
縄

振
興
開
発
事
業
費
等
が
三
千
七
十
九
億
五

千
七
百
万
円（
対
前
年
度
比
一
〇
五
・
八
％
）

と
、十
四
年
度
当
初
予
算
を
上
回
る
こ
と

に
な
り
、厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、そ
の
内

容
は
沖
縄
重
視
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、沖
縄
の
厳
し
い
雇
用
環
境
を
踏

ま
え
、平
成
十
四
年
十
二
月
六
日
に
沖
縄

政
策
協
議
会
で
了
承
さ
れ
ま
し
た「
産
業
・

雇
用
対
策
の
追
加
的
実
施
」に
鋭
意
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
予
算
等
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し

た
産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築

に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

（
一
） 

観
光
リ
ゾ
ー
ト

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
・
滞

在
型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の

形
成
に
向
け
、沖
縄
県
観
光
振
興
計
画
の

計
画
的
な
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　

国
際
的
な
質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目

指
し
て
、観
光
振
興
地
域
等
の
整
備
を
は

じ
め
、観
光
情
報
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
構
築
、人
材
育
成
、土
産
品
の
ア
イ
デ

ア
開
発
等
の
施
策
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、歴
史
、文

化
等
を
生
か
し
て
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
、健
康
保
養
型
観

光
の
推
進
等
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
目
指
し
た
ソ

フ
ト
、ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
る
取
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、美
ら
島
沖
縄
創
造
事

業
な
ど
美
し
い
沖
縄
の
景
観
形
成
に
配
慮

し
た
基
盤
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
十
一
月
に
開
館
し
た
世
界

的
規
模
を
誇
る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋

博
覧
会
地
区
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
、平
成

十
六
年
一
月
開
場
予
定
の
国
立
劇
場
お
き

な
わ
に
つ
い
て
、新
た
な
観
光
拠
点
と
し

て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

（
二
） 

情
報
通
信
関
連
産
業

　

沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と

し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産
業
の

一
層
の
発
展
に
向
け
、情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
制
度
や
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区

制
度
等
を
活
用
し
て
、新
た
な
企
業
の
立

地
・
集
積
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、沖
縄
県

情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
の
計
画
的
な
推

進
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
商
取
引
の
普
及
促
進
の
た 沖縄美ら海水族館
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二 

雇
用
の
安
定
と
職
業
能
力
の
開
発

　

雇
用
の
促
進
や
職
業
能
力
の
開
発
等
に

向
け
て
、
沖
縄
県
職
業
安
定
計
画
の
計
画

的
な
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
産
業
等
の
重
点
産
業

分
野
に
お
い
て
、
雇
用
の
創
出
と
人
材
育

成
を
一
体
的
に
行
う
戦
略
産
業
人
材
育
成

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
年
者
の
高
失
業
率
の
改
善

を
図
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
の
沖
縄
特

別
振
興
対
策
調
整
費
を
活
用
し
て
先
行
的

に
整
備
を
進
め
て
い
る
若
年
者
総
合
雇
用

支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年

度
は
、
人
材
育
成
か
ら
就
職
ま
で
一
貫
し

た
支
援
を
実
施
す
る
沖
縄
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
に
お
い
て
、
人
材
デ
ー
タ

バ
ン
ク
を
構
築
し
ま
す
。

　　　　　　　　 　　　　　　百万円

○  沖縄における金融に係る人材

　  育成モデル事業　　　　　　  　2 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　百万円
○  沖縄産学官共同研究の推進
○  特別自由貿易地域振興事業　
○  国際物流関連産業推進事業　
○  海洋関連産業将来発展調査　
○  工業用水道事業　　
○  沖縄振興開発金融公庫に対する補給金に必要な
　  経費
※  平成14年度補正予算
○  沖縄産学官共同研究の推進　
○  特別自由貿易地域振興事業　
○  中小企業の支援の拡充等及び新事業創出促進のた
　  めの沖縄振興開発金融公庫への出資金　

242
563

20
31

357

5,180

402
540

1,600

主な事業

主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　百万円

○  沖縄電子商取引普及促進事業

○  沖縄観光共通プラットホーム構築事業（再掲）

○  道路における民間事業者も利用可能な光

　  ファイバー収容空間の整備

○  学校教育における情報化促進への対応

○  ＩＴ高度人材育成事業

※  平成14年度補正予算

　  校内ＬＡＮの整備

97

104

2,873

199

135

108

主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　百万円

○  農業農村整備事業

○  森林水産基盤整備事業　

○  沖縄農業振興費（糖業振興・特殊病害虫対策）

○  沖縄における赤土等の発生源対策推進事業

○  都市排水循環利用検討調査

○  海洋関連産業将来発展調査（後出）

○  沖縄農産物流通効率化事業　　　　　　　　 　（検討中）

○  トロピカルおきなわフルーツランド支援事業　 （検討中）　

28,187

10,094

3,051

198

58

31

主な事業

主な事業

特別自由貿易地域に設置されている「賃貸工場」

め
、新
た
に
戦
略
的
な
電
子
商
取
引
の
先

進
事
例
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、高
度
な

Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
整
備

事
業
で
制
作
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
観
光

分
野
等
に
お
け
る
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

（
三
） 

農
林
水
産
業

　

亜
熱
帯
特
性
等
を
生
か
し
た
活
力
あ
る

農
林
水
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、沖
縄
県

農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
計
画
的
な
推
進

を
支
援
し
ま
す
。

　

亜
熱
帯
・
島
し
ょ
性
の
地
域
特
性
に
適

合
す
る
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、県
内
物
流
の
効
率
化
、船
舶
・
鉄

道
等
を
活
用
し
た
輸
送
コ
ス
ト
の
低
減
対

策
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、優
良
種
苗
の
普

及
促
進
に
資
す
る
た
め
、新
た
に
熱
帯
果

樹
の
探
索
・
導
入
等
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、赤
土
発
生
源
対
策
な
ど
、環
境

と
調
和
し
た
持
続
型
農
林
水
産
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、担
い
手
の
育
成
・
確
保
の

た
め
の
施
策
等
を
推
進
し
ま
す
。

（
四
） 

製
造
業
等

　

製
造
業
等
の
振
興
を
図
る
た
め
、沖
縄

産
学
官
共
同
研
究
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
更
な

る
企
業
立
地
、集
積
へ
向
け
た
対
応
策
の

検
討
と
賃
貸
工
場
の
整
備
に
対
す
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、那
覇
港
の
国
際
化
及

び
国
際
物
流
関
連
産
業
等
の
振
興
に
資
す

る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
等
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、海
洋
深
層
水
を
は
じ
め
と
し

て
、海
洋
研
究
を
活
用
し
た
海
洋
関
連
産

業
の
将
来
産
業
と
し
て
の
発
展
方
向
に
つ

い
て
の
調
査
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
産
業
振
興
支

援
の
た
め
、平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
追
加
さ
れ
た
新
事
業
創
出
の
た
め

の
出
資
金
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
振
興
開

発
金
融
公
庫
の
融
資
・

出
資
の
有
効
活
用
を

図
り
ま
す
。

（
五
）金
融
関
連
産
業

　

金
融
業
務
特
別
地

区
制
度
を
活
用
し
、

金
融
業
等
の
集
積
を

促
進
し
ま
す
。ま
た
、

金
融
関
連
業
務
の
集
積
に
不
可
欠
な
金
融
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三 

新
大
学
院
大
学
等
に
よ
る
科
学
技
術

　

  

の
振
興
と
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進

　

新
大
学
院
大
学
構
想
は
、
沖
縄
を
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
先
端
的
知
的
ク
ラ
ス

タ
ー
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の

中
核
的
拠
点
と
し
て
、
世
界
最
高
水
準
、

国
際
性
、
柔
軟
性
、
世
界
的
連
携
、
産
学

連
携
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し
い

自
然
科
学
系
大
学
院
大
学
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
に
は
、
推
進
の
た
め
の

基
本
計
画
の
策
定
・
設
計
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
先
行
的
事
業
と
し
て
、
本

構
想
に
つ
い
て
の
社
会
的
理
解
を
深
め
、

世
界
の
卓
越
し
た
研
究
者
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
の
国
際
セ
ミ
ナ

ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
研
究
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
の
推
進

の
ほ
か
、
国
内
外
の
大
学
や
研
究
所
へ
の

派
遣
に
よ
る
研
究
者
・
専
門
家
育
成
に
対

す
る
支
援
、
亜
熱
帯
特
性
を
活
用
し
た
科

学
技
術
研
究
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
科
学

技
術
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の

観
点
か
ら
、
那
覇
空
港
の
整
備
を
は
じ
め
、

那
覇
港
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
国
際
会
議
等
の
沖
縄
開
催
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
際
交
流

拠
点
と
し
て
の
沖
縄
の
更
な
る
発
展
に
向

け
た
所
要
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

 

四 

環
境
共
生
型
社
会
と
高
度
情
報
通
信

　

  

社
会
の
形
成

　

沖
縄
の
貴
重
な
美
し
い
自
然
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環

境
に
配
慮
し
た
公
共
事
業
の
実
施
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
緑
化
に
よ
る
潤
い
の
あ

る
空
間
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
て
、
廃
棄
物
処
理
施
設

等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
快
適

で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
空
間
の
創
出

を
図
る
た
め
、
上
水
道
、
下
水
道
、
公
園
・

緑
地
、
住
宅
等
の
生
活
環
境
基
盤
を
整
備

し
ま
す
。

　

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
、

道
路
に
お
け
る
民
間
事
業
者
も
利
用
可
能

な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
産
業
の
高
度
化
や
技
術

革
新
等
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
学
校
教
育
の
情
報
化
を
促
進
し

ま
す
。

 

五 

健
康
福
祉
社
会
の
実
現
と
安
全
・
安

　

  

心
な
生
活
の
確
保

　

県
民
一
人
一
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
保
健
医

療
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保

健
衛
生
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
県
民
の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
た
め
、
高
度
・
多
機
能
病
院
（
仮
称
）

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う
特

別
対
策
と
し
て
、
不
発
弾
等
対
策
事
業
や

対
馬
丸
関
連
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　百万円

○  戦略産業人材育成支援事業　

○  若年者総合雇用支援システム構築事業　　　（検討中）

※  平成14年度補正予算

○  若年求職者による空き店舗を活用した起業

　  支援事業　

○  地域資源活用型事業化支援事業　　

100

133

67

主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　百万円

○  沖縄新大学院大学関連経費　

○  沖縄産学官共同研究の推進（再掲）　

○  戦略的研究者・専門家育成支援事業　

○  亜熱帯特性研究推進事業　　

○  港湾空港整備事業　

○  国際交流拠点形成調査　　　　　　　　　　（検討中）

※  平成14年度補正予算

○  沖縄産学官共同研究の推進（再掲）

1,419

242

14

94

33,044

402

主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　　　百万円

○  沖縄における赤土等の発生源対策推進事業（再掲）

○  治山治水事業　

○  住宅都市環境整備事業　　

○  下水道水道廃棄物等事業　

○  道路における民間事業者も利用可能な

　  光ファイバー収容空間の整備（再掲）　

○  学校教育における情報化促進への対応（再掲）

○  修景緑化重点地域モデル事業　　　　　　　　   （検討中）

※  平成14年度補正予算

○  校内ＬＡＮの整備（再掲）　

198

15,473

17,379

51,106

2,873

199

108

主な事業

沖縄県立高度・多機能病院（仮称）完成予想図
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六 

多
様
な
人
材
の
育
成
と
文
化
の
振
興

　

人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
校
舎
の
改

築
や
学
校
教
育
の
情
報
化
等
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
等
に
対
応
し

た
専
門
的
な
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
平

成
十
六
年
四
月
の
開
学
を
目
指
し
、
沖
縄

工
業
高
等
専
門
学
校
の
整
備
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
産
業
振

興
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト

産
業
、
情
報
産
業
、
金
融
産
業
を
担
う
人

材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
世
界
遺
産
の
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
の
適
切
な
保

存
や
農
村
地
域
の
歴
史
・
景
観
に
配
慮
し

た
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

七 

持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

 　

広
大
な
海
域
に
散
在
す
る
多
く
の
離
島

で
構
成
さ
れ
て
い
る
沖
縄
に
と
っ
て
、
県

民
生
活
の
安
定
や
産
業
の
振
興
を
図
る
上

で
重
要
な
基
盤
で
あ
る
空
港
、
港
湾
、
道

路
等
の
交
通
体
系
の
整
備
、
水
資
源
の
開

発
、
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
な
ど
各
種
の

基
盤
整
備
を
戦
略
的
、
重
点
的
に
進
め
、

活
力
あ
る
地
域
と
し
て
の
持
続
的
発
展
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
度
の
開
業
を
図
る
と
と
も
に
、

関
連
道
路
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
影
響
や
周
囲
の
景
観

と
の
調
和
に
も
十
分
配
慮
し
た
事
業
の
実

施
に
努
め
ま
す
。

 

八 

離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
な
ど
均

　

  

衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

　

沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
の

圏
域
別
計
画
に
基
づ
き
、
均
衡
あ
る
地
域

の
発
展
に
留
意
し
つ
つ
各
般
の
施
策
の
具

体
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
産
業

振
興
等
を
図
る
べ
く
沖
縄
振
興
の
た
め
の

特
別
の
予
算
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

　

特
に
、
離
島
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
は

沖
縄
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
港
湾
、
空
港
等
の
整
備
を
は
じ
め
、

生
産
基
盤
の
整
備
、
保
健
医
療
の
確
保
と

福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実
、
生
活
環
境

基
盤
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　  　　   　百万円

○  沖縄保健衛生施設整備費

○  沖縄保健衛生諸費　

○  沖縄不発弾等対策事業　

○  対馬丸遭難学童遺族給付　

○  対馬丸平和祈念事業　

○  位置境界明確化事業　

○  沖縄戦に関する資料の収集整理事業

1,048

280

475

94

5

16

19

主な事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　　百万円
○  公立学校整備事業　　
○  学校教育における情報化促進への対応（再掲）　
○  沖縄工業高等専門学校の整備　
○  観光産業人材育成事業（再掲）
○  沖縄における金融に係る人材育成モデル事業（再掲）
○  市町村等自治体職員研修事業
                             （沖縄振興計画推進評価等調査費を活用）
○  田園空間整備事業（沖縄の歴史・景観に配慮した
　  基盤整備の推進）　　
○  ＩＴ高度人材育成事業（再掲）　　
○  世界遺産周辺整備事業（再掲）　　
※  平成14年度補正予算
○  公立学校整備事業　　
○  校内ＬＡＮの整備（再掲）　　　
○  沖縄工業高等専門学校の整備　

10,758
199

6,735
49
29

150
135
400

2,888
108
712

主な事業

　　　　　　　　　　   　　　　  　 　　百万円

○  治山治水事業（再掲）　　

○  港湾空港整備事業（再掲）　

○  道路整備事業　

○  住宅都市環境整備事業（再掲）　

○  下水道水道廃棄物等事業（再掲）　

○  農業農村整備事業（再掲）　

○  森林水産基盤整備事業（再掲）

○  沖縄教育振興事業費　　

○  沖縄工業高等専門学校の整備（再掲）

○  沖縄保健衛生施設整備費（再掲）　

○  沖縄特定開発事業推進調査費　

※  平成14年度補正予算

○  公共事業関係費　

○  沖縄工業高等専門学校の整備（再掲）

15,473

33,044

90,745

17,379

51,106

28,187

10,094

10,957

6,735

1,048

55

23,014

712

主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　   　　百万円

○  沖縄特別振興対策調整費等

　（非公共）　　

○  沖縄特別振興対策特定開発

　  事業費（公共）　

○  離島における社会資本の整備

5,000

5,000

主な事業

沖縄工業高等専門学校完成予想図

沖縄都市モノレール
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九 

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
な
ど

　

 

米
軍
施
設
・
区
域
に
係
る
諸
施
策
の
展
開

　

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整

理
・
統
合
・
縮
小
に
つ
い
て
、「
沖
縄
に
関
す

る
特
別
行
動
委
員
会（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）」最
終

報
告
の
着
実
な
実
施
を
図
り
ま
す
。特
に
、

「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る
政
府
方

針
」（
平
成
十
一
年
十
二
月
閣
議

決
定
）に
従
い
、普
天
間
飛
行
場

の
早
期
移
設
・
返
還
の
実
現
に

向
け
、沖
縄
県
及
び
地
元
地
方

公
共
団
体
と
十
分
な
協
議
を
行

い
つ
つ
、「
普
天
間
飛
行
場
代
替

施
設
の
基
本
計
画
」（
平
成
十
四

年
七
月
）の
着
実
な
実
施
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、沖
縄
県
及

び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
の
間

の
各
種
協
議
会
等
を
中
心
に
、

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
伴
う
移
設
先
及

び
周
辺
地
域
の
振
興
、
沖
縄
県
北
部
地
域

の
振
興
、
並
び
に
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用

の
促
進
及
び
円
滑
化
等
を
図
り
ま
す
。

　

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
村
の
密

接
な
連
携
の
下
、
新
た
に
大
規
模
跡
地
以

外
の
特
定
跡
地
等
を
含
め
、
跡

地
利
用
計
画
の
策
定
及
び
そ
の

具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、沖
縄
米
軍
基

地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事

業
を
引
き
続
き
鋭
意
実
施
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　　百万円

○  沖縄北部特別振興対策事業費（非公共）　

○  沖縄北部特別振興対策特定開発事業推進費（公共）

○  駐留軍用地跡地利用対策関連経費　　

○  大規模駐留軍用地跡地等利用推進費　　

○  沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費　

※  平成14年度補正予算

○  沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費　

5,000

5,000

66

220

8,317

3,063

平成15年度内閣府沖縄担当部局予算概要決定額・14年度補正予算額

平成15年度予算新規事業一覧

【基本的政策企画立案等経費の内訳】 （単位：百万円、％）

基本的政策企画立案等経費
１沖縄振興計画推進・評価等調査費
２沖縄における産業・科学技術振興関係経費
　�  沖縄産学官共同研究の推進
　�  沖縄における金融人材育成モデル事業
　�  海洋関連産業将来発展調査
　�  国際物流関連産業推進事業
　�  特別自由貿易地域振興事業
　�  沖縄電子商取引普及促進事業
　�  戦略的研究者・専門家育成支援事業
　�  観光振興地域等整備事業
　�  沖縄観光共通プラットホーム構築事業
　�  観光産業人材育成事業
　�  沖縄観光土産品対策推進事業
　�  地域活性型科学技術強化事業
　�  沖縄新大学院大学関連経費
　�  世界遺産周辺整備事業等
　�  空き店舗若年求職者起業支援事業
　�  地域資源を活用した事業化支援事業
３普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進経費
　�  駐留軍用地跡地利用対策関連経費
　�  大規模駐留軍用地跡地等利用推進費
４沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費
５沖縄北部特別振興対策事業費
６沖縄特別振興対策調整費等（再掲分を含む）
７その他

27,490
100

2,865
180
30
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

820
0
0

266
66

200
8,805
5,000
5,000
6,189

(100.6)
27,662

100
3,314

242
29
31
20

563
97
14

110
104
49
0
0

1,419
635

0
0

286
66

220
8,317
5,000
5,000
6,280

4,026
－

1,142
402

－
－
－

540
－
－
－
－
－
－
－
－
－

133
67
－
－
－

3,063
－
－
－

(115.9)
31,868

100
4,456

643
29
31
20

1,104
97
14

110
104
49
0
0

1,419
635
133
67

286
66

220
11,381
5,000
5,000
6,280

事　　　　　項 平成14年度
予　算　額

平成15年度
概算決定額

平成14年度
補正予算額

合計額

主な事業

事　　業　　名 概　　　　　　　　　　　　　　要

観光振興地域等整備事業

観光産業人材育成事業

沖縄電子商取引普及促進事業

特別自由貿易地域振興事業

国際物流関連産業推進事業

海洋関連産業将来発展調査

沖縄新大学院大学等関連経費

沖縄観光共通プラットホーム
構築事業

観光振興地域等において、観光案内標識、休憩所、駐車場、ダイビング利便施設等の整備を行い、国際的観光地としての振興
を図る。

国内外の観光客の各種ニーズに対応するとともに、観光客の更なる増加、国際会議等のコンベンションの誘致等を図るため、
沖縄観光に関し質の高い情報の提供が可能な共通プラットホームを構築する。

沖縄の国際的な観光・リゾート地として発展させるため、観光客の多様なニーズに対応できる質の高い人材の育成を図る。

沖縄における電子商取引の普及促進を図るため、県内企業等が実施するＩＴを活用したビジネスモデルを開発する事業に対し
支援を行う。

特別自由貿易地域への企業の立地要因や企業ニーズ等を把握することにより、企業立地、集積のための課題と対応策の検討を
行うとともに、企業の初期投資の軽減や早期操業を図るための賃貸工場整備への支援を行う。

那覇港の国際化及び国際物流関連産業等の振興に資するポートセールス等への支援を行う。

海洋深層水など沖縄の豊富な海洋資源を生かすとともに、マリンバイオ研究をはじめとする海洋研究を活用した、幅広い分野
における海洋関連産業のシーズの評価及び今後の将来発展の方向について調査検討する。

新大学院大学推進のための基本計画の策定・設計調査を実施するとともに、本構想についての社会的理解を深め、世界の卓越し
た研究者等とのネットワークを形成するための国際セミナー・ワークショップの開催、研究始業などの先行的事業を行う。

沖縄の研究者・専門家を国内外の優れた研究機関等に派遣することにより、県内の産学官が有機的に連携した地域クラスタの
形成を支える科学技術関係人材の育成を図る事業に対し支援を行う。

沖縄振興特別措置法を踏まえ。新たに大規模跡地以外の特定跡地等についても、地元市町村等が行う跡地利用計画策定等の取
組を積極的に支援することにより、その跡地利用の促進を図る。

戦略的研究者・専門家育成
支援事業

大規模駐留軍用地跡地等利
用推進費（一部新規）
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与那国島

硫
黄
鳥
島

久
米
島
町伊平屋島

伊
平
屋
村

伊是名村

伊是名島
国
頭
村

東村

大宜味村

名護市

今帰仁村

本部町
瀬
底
島

伊江島

伊江村

粟国島
粟国村

渡名喜島

渡名喜村久米島町

慶良間列島

恩納村 宜野座村

金武町

石川市
読
谷
村

沖縄市

具
志
川
市

北中
城村

北
谷
町

宜野湾市
中
城
村

西原町
浦添市

那覇市

大里村

糸
満
市

座間味村

渡嘉敷村

嘉手納町

勝連町

与那城町

豊見城市
南風原町

与那原町

佐敷町

東風平町

具志頭村

玉城村

知念村

与那国島

与那国町

波照間島

西表島

竹
富
町

竹
富
島

石垣市

石垣島

多良間島

多良間村

石垣市

尖閣列島

城辺町
下
地
町

上
野
町

平
良
市

下
地
島

伊
良
部
町

伊
良
部
島

宮古島

北
大
東
島

北大東村

南大東島

南
大
東
村

座間味村

渡嘉敷村

嘉手納町

勝連町

与那城町

豊見城市
南風原町

与那原町

佐敷町

東風平町

具志頭村

西原町

下
地
町

上
野
町

平
良
市

平成15年度の公共投資　完成予定・新規主要事業等一覧 ・黒字は完成予定事業

・青字は新規事業

●本部町

国営沖縄記念公園海洋博覧会地

区［賑わいと憩いの広場］

●伊平屋村

・伊平屋地区養殖場整備

（地域水産物供給基盤整備事業）

・県営かんがい排水事業伊平屋

　北部１期地区

●名護市

・集落水源山地整備事業（喜瀬地区）

・水環境創造事業

・名護市立東江中学校の改築事業

◎中部北環境施設組合

ごみ処理施設、リサイクルプラザ

●沖縄市

沖縄市営室川団地

●平良市

・県営かんがい排水

　事業（添道地区）

・竹原土地区画整理事業

●勝連町

農業集落排水事業（津

堅地区）

●石垣市

・野底林道（水土保全林整備

　事業）

・原水貯水池、浄化施設改良事業

●多良間村

新多良間空港整備事業

●南風原町

長堂川広域基幹河川

改修事業

●東風平町

県営屋宜原団地

●恩納村

一般国道58号国頭方西海道

（仲泊地区）

●読谷村

一般国道58号読谷道路（沖縄西海岸道路）

（一部暫定供用）

●北谷町

県道24号バイパス（街路）

●西原町

・小波津川河川改修事業

・県道浦添西原線

●那覇市

・モノレール関連街路

・那覇新都心土地区画整理事業（補助事業）

・奥武山公園［歩行者専用橋（奥武山～壺川）］

・那覇空港能力向上方策等検討調査（仮称）

・最終処分場浸出水高度処理施設

●浦添市

那覇港［浦添ふ頭地区］臨港道

路（浦添線）事業化検証調査

●渡名喜村

海水淡水化施設改良事業

平成15年度内閣府沖縄担当部局予算概要決定額・14年度補正予算額
【沖縄振興開発事業費等の内訳】 （単位：百万円、％）

事　　　　　　　項 平成14年度予算額 平成15年度概算決定額 平成14年度補正予算額 合　計　額

沖縄振興開発事業費等
１沖縄振興開発事業費
　�　公共事業関係費
　�　沖縄教育・文化振興事業費
　�　沖縄保健衛生等対策諸費
　�　沖縄農業振興費
２戦後処理経費
　�　不発弾等対策経費
　�　対馬丸遭難学童遺族給付経費
　�　対馬丸平和祈念事業経費
　�　位置境界明確化経費
　�　沖縄戦に関する資料の収集整理事業
３沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費
　�　沖縄体験滞在交流促進事業関係経費
　�　亜熱帯特性研究推進事業関係経費
　�　沖縄における赤土等の発生源対策推進
　�　都市排水循環利用検討調査
４沖縄振興開発金融公庫補給金等経費
　�　沖縄振興開発金融公庫補給金
　�　沖縄振興開発金融公庫出資金

291,161
284,523
262,145
17,929
1,376
3,072

626
475
112

5
14
19

750
360
143
196
25

5,262
5,262

0

(96.0)
279,635
273,154
251,083
17,692
1,328
3,051

609
475
94
5

16
19

691
340
94

198
58

5,180
5,180

0

(105.8)
307,957
299,877
274,097
21,400
1,328
3,051

609
475
94
5

16
19

691
340
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【
調
査
の
背
景
と
目
的
】

　

沖
縄
地
域
に
お
け
る
物
流
は
、地
理
的

特
性
等
か
ら
生
じ
る
高
コ
ス
ト
構
造
が
永

年
の
懸
案
と
な
っ
て
お
り
、物
流
対
策
は
、

県
内
の
企
業
の
業
種
、業
態
、経
営
規
模
等

に
よ
り
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

近
年
、企
業
に
と
っ
て
の
物
流
は
、輸
配

送
、保
管
、荷
役
と
い
っ
た
活
動
面
だ
け
で

は
な
く
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
生
産
の
効

率
化
等
の
面
か
ら
経
営
戦
略
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。経
済
産
業
部
で
は
、

沖
縄
本
島
内
の
物
流
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
り
、そ
し
て
、そ
の
最
適
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
考
え

ら
れ
る
か
等
に
つ
い
て
、沖
縄
本
島
内
の

卸
売
業
者
、小
売
業
者
、製
造
業
者
、物
流

事
業
者（
倉
庫
業
・
運
送
業
等
）を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト（
回
収
率
三
十
七
％
）、ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、有
識
者

等
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

改
善
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

【
沖
縄
本
島
内
の
取
引
状
況
】

　

沖
縄
は
、消
費
財
の
大
部
分
を
県
外
か

ら
移
入
し
て
い
ま
す
。そ
の
貨
物
受
入
れ

の
ほ
と
ん
ど
が
港
を
拠
点
と
し
て
お
り
、

本
土
か
ら
の
貨
物
は
那
覇
新
港
か
ら
県
内

各
地
に
輸
配
送
さ
れ
て
い
ま
す
。調
査
結

果
か
ら
、本
島
内
地
域
間
の
取
引
状
況
を

推
計
す
る
と
、卸
売
業
で
は
、浦
添
市
、那

覇
市
を
中
心
と
し
た
商
取
引
が
全
県
の
約

八
割
弱
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

【
経
営
課
題
】

　

卸
売
業
、小
売
業
に
つ
い
て
は
、回
答
企

業
の
大
半
が「
競
争
激
化
」と「
売
上
減
少
」

を
経
営
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。物

流
問
題
の
う
ち
、社
内
の
問
題
と
し
て
は

「
人
材
不
足
」、「
設
備
資
金
不
足
」、「
情
報

化
へ
の
取
組
の
遅
れ
」を
あ
げ
る
と
こ
ろ

が
多
く
、社
外
の
問
題
と
し
て
は「
慢
性
的

な
道
路
の
渋
滞
」、「
海
上
輸
送
費
の
割
高

感
」、「
台
風
等
の
災
害
に
よ
る
欠
品
の
発

生
」等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、特

に
卸
売
業
に
お
い
て
は
、県
外
か
ら
の
消

費
財
の
受
入
れ
が
発
注
か
ら
一
週
間
程
度

を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、卸
売
業
か
ら
要

求
さ
れ
る
欠
品
回
避
や
多
頻
度
小
口
配
送

等
に
対
応
す
る
た
め
、約
二
〜
四
週
間
程

度
の
長
期
在
庫
を
抱
え
る
傾
向
に
あ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
面
か
ら
考
え
る
と

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

物
流
コ
ス
ト
の
低
減
を
課
題
と
し
て
い

る
企
業
も
あ
り
、全
体
の
四
〜
五
割
が
物

流
コ
ス
ト
を
把
握
し
て
い
る
と
い
う
回
答

を
得
ま
し
た
が
、物
流
コ
ス
ト
＝
運
送
会

社
に
支
払
う
運
賃
と
い
う
認
識
が
ほ
と
ん

ど
で
、自
社
内
の
輸
配
送
、保
管
、包
装
、流

通
加
工
、情
報
処
理
等
の
物
流
機
能
別
の

把
握
、分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
【
情
報
技
術
活
用
の
遅
れ
】

　

経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
情
報
技

術
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、社
内
、社
外

の
双
方
で
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
地
域
に
お
け
る
物
流
の
効
率
化

★ 

　
平
成
十
四
年
十
月
、
経
済
産
業
部
で
は
「
沖
縄
本
島
地
域
に
お
け
る
卸
売 

★

★ 
業
等
を
中
心
と
し
た
物
流
効
率
化
の
た
め
の
調
査
報
告
」
を
取
り
ま
と
め
ま 

★

★ 
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

★

港  

湾

空  

港

流通経路

仕入先

本土メーカー

卸

海外メーカー

卸

倉庫業

運送業

卸
　
売
　
業

小

売

事

業
港湾運送業

航空貨物業

北部
169億

北部
489億

北部
286億

北部
810億

中部
373億

南部
475億

離島
314億

離島
502億

離島
247億

中部
829億

中部
1,636億

中部
2,321億

南部
2,942億

南部
3,998億 南部

1,315億

北部
99億

南部
14億

離島
78億

北　部
（186億円）

浦添市
（7,631億円）

那覇市
（5,381億円）

南　部
（2,677億円）

中　部
（1,026億円）

中部
3億

離島
1億

那覇市

浦添市

南　部

中　部

北　部

凡　例

地域間取引の状況

（卸売業）

地域間取引の状況 単位：億円

to
from

那覇市

浦添市

南 部（那覇市を除く）

中 部（浦添市を除く）

北　部

離　島

合　　計

本島南部 本島中部 本島北部 離　島 総　計

2,942

3,998

1,315

475

14

－

8,744

1,636

2,321

829

373

3

－

5,161

489

810

286

99

169

－

1,854

314

502

247

78

1

－

1,143

5,381

7,631

2,677

1,026

186

0

16,901
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度
の
長
期
在
庫
を
抱
え
る
傾
向
に
あ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
面
か
ら
考
え
る
と

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

社
外
の
問
題
と
し
て
は
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
遅
れ
や
、Ｅ
Ｄ
Ｉ（
電
子
デ
ー
タ

交
換
）等
の
標
準
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、社
内
に
複
数
の
シ
ス
テ
ム

が
混
在
す
る
な
ど
の
弊
害
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。社
内
の
問
題
と
し
て
は
、情
報
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
て
も
、商
品
サ
イ

ク
ル
が
短
く
な
っ
て
い
る
た
め
デ
ー
タ
更

新
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
り
、分
割
納
品
や

返
品
が
生
じ
た
場
合
に
シ
ス
テ
ム
で
は
対

応
で
き
な
い
等
、今
後
改
善
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、シ
ス
テ
ム
構
築
、導
入
の

た
め
の
資
金
調
達
が
困
難
と
い
う
状
況
も

あ
り
、経
営
面
か
ら
も
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
物
流
効
率
化
へ
の
取
組
】

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
沖
縄
地
域
に
お

い
て
も
、積
極
的
な
取
組
を
展
開
す
る
企

業
も
あ
り
ま
す
。

●
内
航
海
運
取
扱
業
、国
際
輸
送
業
、通
関

業
等
を
営
む
Ａ
社
は
、本
土
の
大
手
物
流

事
業
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、一
貫
し
た
貨
物
の
管
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
流
通
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
小
売
業
の
Ｂ
社

は
、Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、ノ
ー
検

品
の
実
施
等
、作
業
の
省
力
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
貨
物
運
送
事
業
者
の
Ｃ
社
は
、家
電
販

売
会
社
に
共
同
輸
配
送
の
企
画
を
提
案
し
、

各
家
電
販
売
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き

た
在
庫
管
理
、店
舗
配
送
等
の
業
務
を
集

約
化
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

●
卸
売
業
の
Ｄ
社
は
、社
内
や
取
引
先
と

の
通
信
体
制
、倉
庫
内
の
シ
ス
テ
ム
化
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。庫
内
で
は
、自
社
仕
様

の
カ
ー
ト
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（
ピ
ッ

キ
ン
グ
カ
ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
、プ
リ
ン
タ

を
搭
載
。無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
と
バ
ー

コ
ー
ド
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
デ
ー
タ
交
換
を

行
う
）に
よ
り
、作
業
効
率
の
ア
ッ
プ
と
誤

納
品
率
の
大
幅
な
改
善
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
物
流
効
率
化
に
向
け
て
】

　

物
流
の
効
率
化
は
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
他
に
、個
々
の
企
業
の
取
組
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。本
調
査

で
は
、前
述
し
た
課
題
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、「
物
流
専

属
担
当
者
等
の
人
材
育
成
」、「
情

報
技
術
の
効
果
的
な
活
用
」、「
共

同
化
へ
の
取
組
」に
ほ
ぼ
集
約
さ

れ
た
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

物
流
の
効
率
化
に
取
り
組
む

た
め
に
は
、自
社
の
目
的
を
明
確

に
掲
げ
、物
流
コ
ス
ト
を
把
握
、

分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。個
別
具
体
的

な
取
組
と
し
て
、「
人
材
育
成
」「
情

報
化
」「
共
同
化
」「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

活
用
」等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
中
で

も
情
報
技
術
の
活
用
は
、在
庫
管
理
、輸
配

送
、受
発
注
、情
報
の
交
換
等
に
は
欠
か
せ

な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化
を
目
指

す
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
お
り
、共
同
で

の
取
組
、情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
、最
適

な
仕
入
れ
、生
産
、在
庫
、物
流
の
実
現
が

可
能
と
な
り
ま
す
。今
後
は
、標
準
的
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、異
な
る
情
報
形
式
を
共

通
の
情
報
形
式
に
変
換
す
る
ミ
ド
ル
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
構
築
、Ｃ
Ｒ
Ｐ（
連
続
的
補
充

プ
ロ
グ
ラ
ム
）等
の
高
度
な
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
へ
の
取
組
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

【
経
済
産
業
部
の
取
組
】

　

物
流
効
率
化
の
施
策
と
し
て
、中
小
企

業
庁
で
は
物
流
コ
ス
ト
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
ソ
フ
ト
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ

の
他
、専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
、

情
報
技
術
の
活
用
や
物
流
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
の
共
同
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等
に
係
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。

●本調査の報告書（概要版）
は経済産業部ＨＰからダウ
ンロードできます。

●経済産業部商務通商課では、
平成15年2月に、日通総合研
究所の湯浅氏を迎え「物流
効率化のためのセミナー」
を開催いたします。詳細は、
経済産業部ＨＰに掲載いた
します。

　経済産業部HP：　
http://svokn/movehp/inde
x.html

0 10 20 30 40 50 60

人材育成

物流作業工程の効率化

輸配送の効率化 

情報技術の活用

物流拠点の集約

物流業務のアウトソーシング

他社との物流共同化

３ＰＬの活用

欠品率の低減

ノー検品の推進

納品回数の減少

仕入回数の減少

店舗の配置単位の仕分け納品の推進

一括納品の推進

仕入先等への業務委託

仕入先から顧客への直送の推進

ＰＯＳシステムの活用

その他
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）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
知
事
登
録
貸
金
業
者
に
つ
い
て
も
、

東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w
w
.
s
a
n
g
y
o
-

rodo.m
etro.tokyo.jp/kashikin/ind

ex2
.htm

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
上
限
金
利
は
年
二
九
・
二
％
で
す

　

出
資
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い

て
、
貸
金
業
者
が
年
二
九
・
二
％
（
※
）

を
超
え
る
割
合
で
利
息
を
契
約
ま
た
は
受

領
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
ま

た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
資
法
の
上
限
金
利
を
超
え
る
高
金
利
を

と
る
悪
質
な
業
者
か
ら
の
借
り
入
れ
を
し

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
）
日
賦
貸
金
業
者
は
年
五
四
・
七
五

％
な
ど
特
例
が
あ
り
ま
す
。
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●
貸
金
業
者
は
登
録
制
で
す

◆
貸
金
業
を
営
む
者
は
、
財
務
局
長
（
沖

縄
総
合
事
務
局
長
）
ま
た
は
都
道
府
県
知

事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
貸
金
業
者
が
財
務
局
長
ま
た
は
都
道
府

県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
業
者
か
ど

う
か
を
確
認
し
、
登
録
が
確
認
で
き
な
い

業
者
か
ら
の
借
り
入
れ
を
し
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
全
国
の
財
務
局
長
登
録
貸
金
業
者
の

リ
ス
ト
は
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
こ
ん
な
悪
質
な
手
口

�
０
９
０
金
融

　

勧
誘
の
チ
ラ
シ
に
業
者
名
と
携
帯
電
話

の
番
号
し
か
書
か
ず
、
正
体
を
明
か
さ
ず

に
、
小
口
の
金
額
を
出
資
法
の
上
限
金
利

を
超
え
る
高
金
利
で
貸
し
付
け
る
。

�
紹
介
屋

　

あ
た
か
も
低
金
利
で
融
資
す
る
よ
う
に

思
わ
せ
て
多
重
債
務
者
を
呼
び
込
み
、
「
あ

な
た
の
信
用
状
態
は
良
く
な
い
。
う
ち
で

は
貸
せ
な
い
の
で
他
の
店
を
紹
介
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
、
他
の
店
で
借
り
る
よ
う

に
指
示
し
、
そ
こ
で
借
り
入
れ
し
た
金
額

の
一
部
を
紹
介
料
と
し
て
だ
ま
し
取
る
。

�
整
理
屋

　
「
あ
な
た
の
債
務
を
整
理
・
解
決
し
ま
す
」

な
ど
と
広
告
し
、多
重
債
務
者
か
ら「
整
理

手
付
金
」と
い
っ
た
名
目
で
現
金
な
ど
を

預
か
り
、整
理
を
し
な
い
で
だ
ま
し
取
る
。

�
買
取
屋

　

融
資
の
条
件
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
商
品
を
次
々
と
買
わ
せ
、
そ
れ
ら
を

定
価
以
下
の
安
い
金
額
で
買
い
取
り
、
さ

ら
に
高
金
利
で
融
資
す
る
。
申
込
者
に
は
、

業
者
へ
の
借
金
の
ほ
か
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
へ
の
債
務
が
残
る
。

�
シ
ス
テ
ム
金
融

◆
資
金
繰
り
に
困
っ
た
商
工
業
者
等
に
対

　
悪
質
な
貸
金
業
者
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
無
登
録
で
営
業
し
た
り
、
法
外
な
高
金
利
を
取
っ
た
り
す
る

業
者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
返
済
に
困
っ
て
い
る
多
重
債
務
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
な
業
者
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
借
り
過
ぎ
な
ど
に
よ
る
多
重
債
務
者
が
増
加
し
て
お
り
、
返
済
不
能
と
な
っ
た
末
の
自
己
破
産
者

は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
お
金
を
借
り
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
の
返
済
可
能
な
範
囲
に
と
ど
め

る
な
ど
自
己
管
理
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

様々な手口であなたを
 狙っています。



か
�
手
数
料
や
金
利
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
�
契
約
書
の
内
容
は
理
解
で
き
た
か
と

い
っ
た
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
借
金
を
返
す
た
め
に
借
金
を
す
る
と
い

う
自
転
車
操
業
的
借
入
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
雪
だ
る
ま
式
に
額
が
増
え
、

自
己
破
産
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。

●
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

◆
貸
金
業
者
の
苦
情
に
つ
い
て
は
、
各
都
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◆
差
入
れ
手
形
や
小
切
手
の
期
日
が
近
づ

く
と
、
最
初
の
業
者
は
厳
し
く
取
り
立
て

を
迫
る
一
方
、
別
の
業
者
か
ら
融
資
の
案

内
が
届
き
、
借
り
換
え
を
勧
誘
す
る
。

◆
複
数
の
業
者
が
情
報
を
共
有
し
、
同
一

者
に
次
々
と
融
資
を
行
う
。

◆
債
務
者
の
会
社
を
倒
産
さ
せ
ま
い
と
す

る
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
お
り
、
こ
の
方
法

を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
高

金
利
の
借
り
入
れ
を
雪
だ
る
ま
式
に
膨
れ

上
が
ら
せ
、
や
が
て
は
破
産
に
追
い
込
む
。

●
お
金
を
借
り
る
際
は

◆
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
チ
ラ
シ
な
ど
の

低
金
利
・
好
条
件
の
広
告
・
宣
伝
の
甘
い

融
資
話
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
利

息
計
算
・
返
済
方
法
・
手
数
料
・
遅
延
損

害
金
な
ど
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
な
い
業

者
か
ら
は
借
り
な
い
こ
と
で
す
。

◆
契
約
書
は
必
ず
受
け
取
り
、
保
管
し
ま

し
ょ
う
。
借
入
金
額
・
利
率
・
返
済
方
法
・

返
済
期
間
・
遅
延
損
害
金
な
ど
の
内
容
を

十
分
に
確
認
し
、
納
得
し
て
か
ら
署
名
・

捺
印
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
書
を
渡

さ
な
い
業
者
か
ら
は
借
り
な
い
こ
と
で
す
。

◆
契
約
の
際
に
は
、
内
容
が
分
か
ら
な
い
、

納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
業
者
に

説
明
を
求
め
、
納
得
で
き
な
い
場
合
や
お

か
し
い
と
感
じ
た
時
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

◆
公
的
年
金
受
給
証
書
等
を
預
か
り
、
高

齢
者
に
融
資
す
る
と
い
っ
た
、
事
実
上
担

保
に
取
る
に
等
し
い
年
金
担
保
金
融
で
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
民
年

金
法
等
に
よ
り
国
民
年
金
等
の
給
付
を
受

け
る
権
利
を
譲
り
渡
す
こ
と
、
担
保
に
供

す
る
こ
と
、
ま
た
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
借
り
過
ぎ
に
ご
注
意

◆
多
重
債
務
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
は
、
節
度
あ
る
利
用
が
重
要

で
す
。
借
り
入
れ
の
際
に
は
、
�
本
当
に

必
要
か
�
無
理
の
な
い
返
済
が
で
き
る
の

道
府
県
の
貸
金
業
協
会
の
苦
情
・
相
談
窓

口
、
当
該
貸
金
業
者
の
登
録
先
で
あ
る
財

務
局
ま
た
は
都
道
府
県
の
貸
金
業
担
当
窓

口
、
各
都
道
府
県
の
警
察
本
部
や
最
寄
り

の
警
察
署
の
生
活
安
全
相
談
等
の
窓
口
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
債
務
の
金
額
が
増
大
し
、
借
入
金
の
返

済
に
無
理
が
出
て
た
と
き
は
、
早
め
に
親

や
家
族
な
ど
身
近
な
人
や
公
的
機
関
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

個人の自己破産件数の推移

（資料：最高裁判所）

（社）沖縄県貸金業協会

（財）日本クレジットカウンセリング協会

沖縄総合事務局財務部金融監督課

沖縄県文化環境部生活企画・交通安全課

沖縄県警察本部悪質商法110番

沖縄県・県民生活センター

TEL(098)866-0555

TEL(03)3226-0121

TEL(098)862-1944

TEL(098)866-2310

TEL(098)861-9110

TEL(098)863-9214

主な相談窓口

うちは、
Ａさんの人柄で貸します、
コンピュータ審査なんか
しませんので、
安心してご来店ください。
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その1
総

務

部

産
業
・
雇
用
対
策
の
追
加
的

実
施
に
つ
い
て

　

沖
縄
に
お
け
る
厳
し
い
雇
用
情
勢
（
平

成
十
四
年
九
月
の
完
全
失
業
率
九
・
四
％
）

に
か
ん
が
み
、
十
一
月
八
日
内
閣
府
主
催

に
よ
り
産
業
・
雇
用
対
策
連
絡
会
議
を
開

催
し
、
沖
縄
振
興
計
画
及
び
職
業
安
定
計

画
な
ど
の
分
野
別
諸
計
画
の
着
実
な
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
産
業
・
雇
用
対
策
の

追
加
的
実
施
を
行
う
こ
と
と
し
、
関
係
省

庁
及
び
沖
縄
県
が
連
携
し
て
、
一
か
月
以

内
に
そ
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
政
府
部
内
で
検
討
を

進
め
、
十
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
沖
縄

政
策
協
議
会
（
総
理
を
除
く
全
閣
僚
と
沖

縄
県
知
事
で
構
成
）
で
、
沖
縄
特
別
振
興

対
策
調
整
費
、
補
正
予
算
等
を
活
用
し
た

産
業
・
雇
用
対
策
の
追
加
的
実
施
に
つ
い

て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
追
加
的
実
施
施
策
に
は
、
一.  

雇

用
対
策
の
拡
充
・
強
化
、
二.  

産
業
対
策

の
追
加
的
実
施
、
三.  

政
策
融
資
等
の
積

極
的
活
用
、
四.  

公
共
事
業
の
円
滑
実
施

等
に
係
る
二
十
四
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
予
算
規
模
で
三
百
億
円
を
超
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
と
し
て
は
、
沖
縄
の
経
済
、
雇

用
情
勢
の
改
善
に
向
け
て
、
関
係
省
庁
や

沖
縄
県
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
【
資
料
】

　

産
業
・
雇
用
対
策
の
追
加
的
実
施
に
つ

　

い
て（
平
成
十
四
年
十
二
月
六
日
沖
縄

　

政
策
協
議
会
了
解
）

　

沖
縄
の
厳
し
い
雇
用
環
境
を
踏
ま
え
、

沖
縄
振
興
計
画
（
平
成
十
四
年
七
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
及
び
分
野
別
計
画

（
平
成
十
四
年
九
月
十
日
主
務
大
臣
同
意
）

の
着
実
な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

省
庁
と
沖
縄
県
が
連
携
し
て
、
以
下
の
産

業
・
雇
用
対
策
の
追
加
的
実
施
に
鋭
意
取

り
組
む
こ
と
と
す
る
。

   

一.  
雇
用
対
策
の
拡
充
・
強
化

（
一
）
緊
急
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
特

　
　
　

別
事
業

　

求
人
企
業
と
求
職
者
を
結
ぶ
緊
急
雇
用

対
策
地
域
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）を
設
置
し
、

過
去
最
大
と
な
っ
て
い
る
新
規
求
人
を
最

大
限
活
用
し
つ
つ
、実
習
就
業
を
通
じ
た

常
用
雇
用
化
を
図
る
た
め
の「
緊
急
ジ
ョ

ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
特
別
事
業
」を
実
施

す
る
。
　
（
特
別
調
整
費　

一
三
五
百
万
円
）

（
二
）
戦
略
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
の

　
　
　

拡
充

　

観
光
産
業
等
戦
略
産
業
の
事
業
所
が
、

新
規
雇
用
を
図
り
つ
つ
、
従
業
員
に
専
門

的
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
行
う
派
遣

研
修
に
対
し
て
助
成
す
る「
戦
略
産
業
人

材
育
成
支
援
事
業
」に
つ
い
て
、新
た
に
三

カ
月
未
満
の
派
遣
研
修
を
助
成
対
象
と
す

る
。（特
別
調
整
費　

既
配
分
予
算
で
対
応
）

（
三
）
環
境
保
全
型
緊
急
雇
用
対
策
事
業

　

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
及
び

臨
時
の
雇
用
創
出
の
双
方
の
効
果
を
期
待

で
き
る
「
環
境
保
全
型
緊
急
雇
用
対
策
事

業
」
を
実
施
す
る
。

・
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
緊
急
保
全
モ
デ
ル 

　
事
業

　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
を
松
く
い
虫
被
害

か
ら
守
り
、
林
業
振
興
等
に
資
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
防
虫
帯
の
設
置

及
び
徹
底
し
た
被
害
木
処
理
を
行
う
事
業

を
実
施
す
る
。

　
（
特
別
調
整
費　

一
四
九
百
万
円
）

・
希
少
野
生
生
物
の
保
護
対
策
事
業

　

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
等
沖
縄
県
に
生
息
す

る
希
少
野
生
生
物
を
保
護
す
る
た
め
、
マ

ン
グ
ー
ス
の
捕
獲
事
業
を
実
施
す
る
。

　
（
特
別
調
整
費　

二
〇
百
万
円
）

（
四
）
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金

　
　
　

事
業
の
積
極
的
活
用

　

沖
縄
に
お
け
る
厳
し
い
雇
用
状
況
を
踏

ま
え
、
緊
急
か
つ
臨
時
的
な
雇
用
の
創
出

を
き
め
細
か
く
進
め
る
べ
く
、
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
の
積
極
的
活

用
を
図
る
。

　

ま
た
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
に
つ
い
て
運
用
の
改
善
等
を
行
う
。

　
（
既
存
予
算
及
び
補
正
予
算
）

（
五
）
雇
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
施
策
の
強

　
　
　

化

　

求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
の
た

め
、
以
下
の
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

�　

市
町
村
役
場
、
デ
パ
ー
ト
等
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
臨
時
窓
口
を
新
規
設
置
し
、

求
職
者
に
対
し
て
き
め
細
か
な
求
人
情

報
提
供
や
職
業
相
談
を
行
う
。

�　

求
人
・
求
職
者
間
の
相
互
理
解
促
進

の
た
め
の
職
場
見
学
、
職
場
体
験
講
習

の
新
規
実
施
等
に
よ
り
、
求
職
者
の
早

期
就
職
を
図
る
。

�　

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
職
種

別
の
求
人
開
拓
あ
る
い
は
学
校
等
と
連

携
し
た
求
人
開
拓
の
推
進
に
よ
り
、
就

職
面
接
会
の
拡
充
を
図
る
。

（
六
）
若
年
求
職
者
に
よ
る
空
き
店
舗
を

　
　
　

活
用
し
た
起
業
支
援
事
業

　

街
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
若

年
求
職
者
の
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
起
業
す
る
若

年
求
職
者
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。

　

（
補
正
予
算
）

（
七
）
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
化
支

　
　
　

援
事
業

　

製
品
の
高
品
質
化
、
量
産
化
を
促
進
し
、

加
工
製
造
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
研
究
開
発
等
を
支
援
す
る
。

　
（
補
正
予
算
）

（
八
）
県
内
に
お
け
る
行
政
機
関
等
の
連



を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
補
正
予

算
）
（
四
）
特
別
自
由
貿
易
地
域
振
興
事
業　

　

企
業
の
初
期
投
資
の
軽
減
や
早
期
操
業

を
図
る
た
め
の
賃
貸
工
場
整
備
へ
の
支
援

を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
補
正
予
算
）

（
五
）
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
推
進

　

地
域
経
済
を
支
え
、
世
界
に
通
用
す
る

新
事
業
が
次
々
と
展
開
さ
れ
る
産
業
集
積

の
形
成
を
推
進
す
る
。
　
　
　
（
補
正
予
算
）

（
六
）
地
域
産
業
お
こ
し
会
議
（
仮
称
）

　
　
　

の
取
組
み
の
促
進

　

地
域
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、
地
域
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
地
域
産
業
お
こ

し
会
議
（
仮
称
）
の
取
組
み
を
促
進
す
る
。

　

三.  
政
策
融
資
等
の
積
極
的
活
用

（
一
）
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
出
融

　
　
　

資
制
度
に
よ
る
支
援
強
化

�　

中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
し
渋
り
等

の
特
別
相
談
窓
口
設
置
や
小
規
模
事
業

者
へ
の
融
資
制
度
の
拡
充
等
を
行
う
ほ

か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
し
「
新
事

業
創
出
促
進
出
資
」
に
よ
り
積
極
的
支

援
を
図
る
。

�　

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
出
資
金

を
増
額
し
、
中
小
企
業
の
事
業
継
続
や

再
生
等
の
た
め
の
支
援
及
び
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
等
の
雇
用
創
出
が
期
待
で
き
る

新
事
業
の
育
成
等
を
図
る
。

　
（
補
正
予
算
）

（
二
）
創
業
・
経
営
革
新
支
援

　

新
創
業
融
資
制
度
や
経
営
革
新
貸
付
等

の
実
施
を
通
じ
た
資
金
調
達
の
円
滑
化
を

図
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
た

ヒ
ト
づ
く
り
面
で
の
支
援
を
推
進
す
る
。

（
三
）
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
、
や
る
気
と

能
力
あ
る
中
小
企
業
が
破
綻
す
る
事
態
を

回
避
す
る
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
・
貸
付
及
び
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証

制
度
の
充
実
を
通
じ
た
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
対
策
に
万
全
を
図
る
。

　
（
補
正
予
算
）

　

四.  

公
共
事
業
の
円
滑
実
施
等

（
一
）
構
造
改
革
推
進
型
の
公
共
投
資
の  

　
　
　

促
進

　

沖
縄
に
お
け
る
構
造
改
革
の
加
速
に
併

せ
早
急
に
措
置
す
る
こ
と
が
必
要
な
事
業

又
は
デ
フ
レ
抑
制
に
直
接
的
に
資
す
る
事

業
と
し
て
、
新
重
点
四
分
野
を
中
心
に
、

民
間
需
要
誘
発
効
果
や
雇
用
創
出
効
果
が

特
に
高
く
、
か
つ
、
事
業
の
早
期
執
行
が

可
能
で
あ
り
、
経
済
へ
の
即
効
性
が
高
く
、

緊
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
事
業
を
行

う
。
�　

魅
力
あ
る
都
市
・
活
力
あ
る
地
方
の

再
生
に
向
け
た
基
盤
整
備

�　

循
環
型
社
会
の
構
築
・
地
球
環
境
問

題
へ
の
対
応　
　
　
　
　　

（
補
正
予
算
）

（
二
）
公
共
事
業
の
施
行
促
進

　

沖
縄
県
内
に
お
け
る
公
共
事
業
の
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
台
風
の
影
響
等
に
よ
り
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携
の
強
化

　

沖
縄
労
働
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖

縄
県
等
が
連
携
・
協
力
し
て
、
求
人
開
拓

の
一
層
の
推
進
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

推
進
、
合
同
面
接
会
の
追
加
的
な
実
施
な

ど
、
沖
縄
県
内
に
お
け
る
行
政
機
関
等
の

連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

　

二.  

産
業
対
策
の
追
加
的
実
施

（
一
）
沖
縄
体
験
滞
在
観
光
強
化
キ
ャ
ン

　
　
　

ペ
ー
ン

　

付
加
価
値
の
高
い
目
的
型
観
光
の
振
興

を
図
り
旅
行
商
品
の
低
価
格
化
に
対
処
す

る
た
め
、
健
康
保
養
型
観
光
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
世
界
遺
産
の
広
報
・
宣
伝
等
を

国
内
向
け
に
行
う
ほ
か
、
台
湾
、
韓
国
に

対
す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

　
（
特
別
調
整
費　

一
五
〇
百
万
円
）

（
二
）
沖
縄
健
康
バ
イ
オ
研
究
開
発
支
援

　
　
　

事
業

　

沖
縄
の
地
域
特
性
や
資
源
を
積
極
的
に

活
用
し
た
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
沖
縄
健
康
バ
イ
オ
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
お
い
て
行
う
研
究
開

発
に
必
要
な
機
器
を
整
備
し
、
研
究
開
発

体
制
を
整
え
る
た
め
の
支
援
を
早
期
に
実

施
す
る
。　（特
別
調
整
費　

二
八
七
百
万
円
）

（
三
）
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
推
進
事
業

　

研
究
開
発
能
力
の
向
上
や
そ
の
成
果
を

活
用
し
た
新
規
産
業
の
創
出
、
地
場
産
業

の
振
興
等
に
資
す
る
た
め
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
産
学
官
共
同
研
究
に
対
し
支
援

一
部
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
景
気
の
下
支
え
効
果
が
現
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
含
め
下
半
期
発
注
予
定

事
業
の
施
行
の
促
進
に
最
大
限
努
め
る
。

　

ま
た
、
道
路
、
海
岸
等
の
維
持
管
理
に

お
い
て
も
、
よ
り
雇
用
効
果
の
大
き
い
事

業
に
つ
い
て
促
進
を
図
る
。

（
三
）
公
共
事
業
の
受
注
機
会
の
増
大

　

地
元
中
小
・
中
堅
企
業
の
受
注
機
会
の

増
大
を
図
る
た
め
、
以
下
の
方
策
の
実
施

を
図
る
。

�　

経
常
建
設
共
同
企
業
体
の
活
用
を
勧

奨
し
、
直
轄
工
事
へ
の
参
入
の
拡
大
を

図
る
。

�　

技
術
的
難
易
度
に
応
じ
て
工
事
等
級

の
弾
力
化
を
図
る
。

�　

県
内
自
治
体
等
発
注
工
事
に
つ
い
て

も
同
種
工
事
と
し
て
評
価
す
る
。

�　

分
離
分
割
発
注
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。

（
四
）
公
立
学
校
施
設
の
整
備

　

公
立
学
校
の
危
険
建
物
の
改
築
及
び
情

報
化
時
代
に
対
応
す
る
教
育
の
実
施
に
必

要
な
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
等
を
行
う
。　

（
補
正
予
算
）

（
五
）
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
施
設
の

　
　
　

整
備

　

沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
施

設
の
整
備
を
促
進
す
る
。　
（
補
正
予
算
）

（
六
）
沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性

　
　
　

化
特
別
事
業
の
実
施

　

基
地
所
在
市
町
村
に
お
け
る
産
業
振
興
、

雇
用
創
出
等
に
資
す
る
た
め
、
沖
縄
米
軍

基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
の
実
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その2
総

務

部

北
部
振
興
事
業
等
の
推
進
に

つ
い
て

一　

北
部
振
興
事
業
の
推
進
体
制

　

沖
縄
県
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

観
点
か
ら
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
北

部
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛

行
場
移
設
に
関
連
し
て
、
政
府
は
、
平
成

十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
に
「
普
天
間
飛

行
場
の
移
設
に
係
る
政
府
方
針
」
を
閣
議

決
定
し
、
北
部
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

平
成
十
二
年
二
月
十
日
に
「
北
部
振
興
協

議
会
」
及
び
「
移
設
先
及
び
周
辺
地
域
振

興
協
議
会
」
を
設
置
し
て
国
・
県
・
地
元

が
一
体
と
な
っ
た
北
部
振
興
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日

の
「
第
五
回
北
部
振
興
協
議
会
」
に
お
い

て
、
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
理
事

長
か
ら
沖
縄
に
お
け
る
北
部
振
興
事
業
等

の
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
内
閣
府
本
府
と
沖

縄
総
合
事
務
局
で
は
、
関
係
省
庁
及
び
県

内
の
関
係
行
政
機
関
と
調
整
し
、
平
成
十

三
年
五
月
十
六
日
に
沖
縄
県
内
に
お
け
る

国
の
相
談
対
応
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

 

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
現
在
、

相
談
窓
口
と
し
て
、
内
閣
府
本
府
及
び
担

当
本
省
庁
と
の
連
絡
・
調
整
、
個
々
の
相

談
案
件
毎
に
所
管
す
る
県
内
所
在
の
国
の

機
関
へ
の
紹
介
、
地
元
自
治
体
か
ら
相
談

を
受
け
た
場
合
の
当
該
自
治
体
に
対
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

一
方
、
沖
縄
県

に
お
い
て
も
、
平

成
十
二
年
四
月
一

日
に
企
画
開
発
部

企
画
調
整
室
北
部

振
興
班
を
発
足
さ
せ
、

更
に
平
成
十
三
年

四
月
一
日
に
北
部

振
興
班
名
護
市
大

中
駐
在
を
設
置
し
、

北
部
振
興
事
業
の

推
進
に
当
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二　

北
部
振
興   

　
　

事
業
の
実

　
　

施
状
況

　

政
府
に
お
い
て
は
、

平
成
十
二
年
度
よ

り
北
部
振
興
（
移

設
先
等
の
振
興
も

含
む
）
の
た
め
の
「
特

別
の
予
算
措
置
」

と
し
て
、
公
共
事
業
五
十
億
円
、
非
公
共

事
業
五
十
億
円
、
計
一
〇
〇
億
円
（
お
お

む
ね
十
年
間
で
、
一
、
〇
〇
〇
億
円
）
を

計
上
し
、
各
年
度
事
業
と
し
て
、
「
北
部

振
興
協
議
会
」
及
び
「
移
設
先
及
び
周
辺

地
域
振
興
協
議
会
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、

関
係
省
庁
に
予
算
を
移
し
替
え
た
後
、
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
北
部

振
興
並
び
に
移
設
先
及
び
周
辺
地
域
振
興

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
産
業

の
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
、
魅
力
あ
る
定

住
環
境
の
整
備
等
に
向
け
て
、
平
成
十
二

年
度
事
業
を
初
年
度
と
し
て
、
平
成
十
四

年
度
ま
で
に
公
共
事
業
五
十
三
事
業
、
非

公
共
事
業
五
十
九
事
業
が
採
択
さ
れ
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
四
年
度
事
業
は
次
表
の

と
お
り
で
す
。

サーバーファーム整備事業（平成12～13年度事業：非公共事業）

名護市食肉処理施設整備事業（平成12～13年度事業：非公共事業）
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平成14年度採択事業（公共事業）
市町村名 事　　　　業　　　　名 事業年度 事業主体 事 業 費 うち国庫補助

大宜見村

本部町

本部町

本部町

本部町

本部町・今帰仁村

金武町

金武町

宜野座村

国頭村

国頭村

国頭村

今帰仁村

伊江村

恩納村

名護市

名護市

名護市

名護市

伊是名村

根路銘高潮対策事業

水納港（水納地区）浸食対策事業

浜元中原線道路改築事業

渡久地港改修事業（浮桟橋）

水納港改修事業（物揚場改良）

本部半島農業用水総合開発事業（調査）

金武港湾（村内原地区）高潮対策事業

金武湾港（チヨ原・伊地田原地区）高潮対策事業

金武港湾（漢那地区）高潮対策事業

国頭浜漁港海岸高潮対策事業

辺土名大通り線道路改築事業（大石橋）

辺土名バイパス線道路改築事業（辺土名大橋）

古宇利横田原線道路改築事業

伊江港改修事業（浮桟橋）

瀬良垣漁港地域水産物供給基盤整備事業

名桜大学線道路新設改良事業

外廊線（㈼工区）街路新設改良事業

屋我地漁港地域水産物供給基盤整備事業

名護市公共下水道事業（宇茂佐）

村道内花線道路改築事業

12～17

12～15

12～15

12～16

13～14

12～18

12～17

12～17

12～15

13～16

13～15

13～15

13～15

13～15

13～16

13～15

13～17

13～16

13～14

12～16

沖 縄 県

沖 縄 県

本 部 町

沖 縄 県

沖 縄 県

国

沖 縄 県

沖 縄 県

沖 縄 県

国 頭 村

国 頭 村

国 頭 村

今帰仁村

沖 縄 県

恩 納 村

名 護 市

名 護 市

名 護 市

名 護 市

伊是名村

350

23

150

115

139

25

50

15

50

151

78

78

85

10

201

100

400

101

40

120

2,281

315

21

120

104

125

25

45

14

45

135

62

62

68

9

180

80

320

90

24

96

1,940

継　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続

合 計 20　件

（非公共事業）
市町村名 事　　　　業　　　　名 事業年度 事業主体 担当省庁 事 業 費 うち国庫補助

国頭村

本部町

恩納村

伊江村

伊是名村

北部広域

名護市

名護市

名護市

名護市

名護市

名護市

今帰仁村

今帰仁村

本部町

本部町

金武町

北部広域

北部広域

パークゴルフ場等整備事業

八重岳周辺観光施設整備事業

赤間運動場（野球場）整備事業

特産品加工施設整備事業

伊是名村産業支援センター整備事業

北部振興会館整備事業

情報通信・金融関連企業立地実現化計画策定事業

久志海岸ルネサンス構想策定事業

辺野古地区を中心とした魅力あるまちづくり構想策定事業

ＩＴ産業等集積基盤整備事業

名護市中心市街地活性化計画策定事業

北部生涯学習推進センター整備事業

今帰仁村滞在型スポーツ交流むら創出調査事業

今帰仁城跡周辺整備事業

海洋ウエルネス・リゾート整備事業

ガラス系資源再製品化施設整備事業

金武町の歴史的特性を活かした観光交流施設整備計画策定事業

北部広域ネットワーク整備計画策定事業

沖縄型介護環境構築のための基本調査

13～16

13～16

13～16

13～14

13～14

13～14

14

14

14

14

14～15

14～15

14

14～15

14～15

14

14

14

14

国 頭 村

本 部 町

恩 納 村

伊 江 村

伊是名村

北部広域

名 護 市

名 護 市

名 護 市

名 護 市

名 護 市

名 護 市

今帰仁村

今帰仁村

本 部 町

本 部 町

金 武 町

北部広域

北部広域

防衛庁（防衛施設庁）

内閣府

文部科学省

農林水産省

農林水産省

防衛庁（防衛施設庁）

内閣府

内閣府

内閣府
防衛庁（防衛施設庁）
総務省、経済産業省

内閣府

文部科学省

文部科学省

内閣府

国土交通省

経済産業省

内閣府

総務省

厚生労働省

189

32

743

414

836

254

32

25

22

844

11

666

11

371

661

351

22

16

9

5,509

170

29

669

373

753

229

29

22

20

760

10

600

10

334

595

316

20

14

8

4,961

継　
　
　

続

新　
　
　
　
　
　

規

合計 19　件

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
今
帰
仁
村
に
お
い
て
平
成
十
三

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
茸
生
産
出

荷
施
設
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
去
る
十
月

三
十
一
日
同
施
設
に
お
い
て
、
内
閣
府
、

林
野
庁
を
は
じ
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、

沖
縄
県
、
今
帰
仁
村
及
び
工
事
関
係
者
ら

が
多
数
出
席
の
下
、
落
成
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
帰
仁
村
の
農
業
の
基
盤
を
な
す
の
は

さ
と
う
き
び
を
は
じ
め
と
し
て
、
花
き
類

及
び
す
い
か
そ
れ
に
畜
産
で
あ
り
ま
す
。

　

花
き
は
キ
ク
が
主
体
で
平
成
八
年
に
は

沖
縄
で
第
一
位
の
大
産
地
と
な
っ
て
お
り

村
農
業
生
産
の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
す
い
か
は
「
今
帰
仁
す
い
か
」
と
い

わ
れ
県
内
外
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
る
ま
で

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

林
道
事
業
を
始
め
、
林
業
構
造
改
善
事
業

に
お
け
る
乙
羽
岳
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
森

林
体
験
交
流
促
進
施
設
で
あ
る
バ
ン
ガ
ロ

ー
等
や
県
内
の
公
共
施
設
の
緑
化
に
か
な

り
貢
献
し
て
い
る
緑
化
木
生
産
も
盛
ん
で

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
施
設
は
北
部
振
興
策

で
整
備
さ
れ
た
県
内
初
の
林
業
関
係
施
設

と
し
て
昨
年
七
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
今

帰
仁
村
が
施
設
を
管
理
、
農
業
生
産
法
人

「
乙
羽
有
機
」
が
運
営
を
行
う
形
で
、
既

に
十
月
か
ら
県
内
大
手
ス
ー
パ
ー
等
に
出

荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
は
二
階
建
鉄
筋
造
り
で
、

種
菌
棟
と
生
産
棟
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

菌
培
養
か
ら
出
荷
に
至
る
一
連
の
作
業
を

機
能
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
一
サ
イ
ク

ル
を
約
六
十
日
と
し
て
、
周
年
稼
働
に
よ

り
年
間
約
三
百
八
十
ト
ン
を
生
産
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
内
で
消
費
さ
れ
る
キ
ノ

コ
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
県
外
か
ら
の

移
入
で
賄
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
施
設

の
完
成
に
よ
り
、
県
内
消
費
量
の
九
五
十

ト
ン
に
対
し
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
年
間
三

百
八
十
ト
ン
の
生
産
）
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
こ
と
と
な
り
、
今
後
は
新
鮮
な
エ
ノ
キ

タ
ケ
を
県
民
に
安
定
的
に
供
給
し
て
、
キ

ノ
コ
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
雇

用
の
場
を
創
出
し
、
地
域
振
興
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
今
後
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

式
典
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
や
挨
拶
後
に
、
施
設
内
で
の
エ
ノ
キ

タ
ケ
の
生
産
、
出
荷
状
況
の
見
学
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了

後
に
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
沖
縄

総
合
事
務
局
か
ら
は
前
川
農
林

水
産
部
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
関

係
者
の
方
々
と
と
も
に
茸
生
産

出
荷
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し

〜
初
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
県
内
供
給
〜

北
部
振
興
策
で
茸
生
産
出
荷
施
設
完
成

収穫包装室
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特
用
林
産
物
と
は
、
主
と
し
て
森
林
、

林
野
に
お
い
て
天
然
に
あ
る
い
は
人
手
を

加
え
て
産
出
さ
れ
た
産
物
で
、
経
済
的
価

値
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
生
計
維
持
に
役

立
て
ら
れ
る
木
材
以
外
の
産
物
の
総
称
で

す
。

　

本
県
の
特
用
林
産
物
は
生
し
い
た
け
、

ひ
ら
た
け
類
、
た
け
の
こ
、
木
炭
等
が
あ

り
ま
す
が
、
復
帰
後
、
特
用
林
産
物
生
産

奨
励
事
業
を
は
じ
め
、
林
業
構
造
改
善
事

業
、
林
業
集
落
振
興
対
策
事
業
等
の
補
助

事
業
及
び
制
度
資
金
に
よ
り
、
生
産
施
設

等
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
産
量
も
増

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
茸
生
産
出
荷
施
設

が
完
成
し
、
十
月
か
ら
初
の
県
内
供
給
開

始
と
な
っ
た
茸
類
（
エ
ノ
キ
タ
ケ
）
の
生

産
量
が
林
業
統
計
の
数
字
（
品
目
）
と
し

て
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
県
内
に
お

け
る
消
費
拡
大
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
に
お
け
る
昭
和
五
十
二
年

以
降
の
特
用
林
産
物
生
産
量
の
推
移
は
下

表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

昭和52年
　　53
　　54
　　55
　　56
　　57
　　58
　　59
　　60
　　61
　　62
　　63
平成元年
　　 2
　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11
　　12
　　13

3.4
17.8
37.6
42.7
44.7
43.9
32.2
32.6
33.8
33.1
31.7
39.9
36.7
35.4
24.1
27.4
18.4
17.2
12.6
9.6
10.0
7.9
8.0
8.9
17.0

－
－
－
－
－
14.4
23.8
57.5
69.3
85.3
74.9
58.9
124.5
149.4
195.2
207.2
161.0
124.2
81.0
69.2
93.9
106.7
70.9
47.1
38.5

－
－
4.0
19.0
23.8
4.2
11.4
35.0
36.7
27.6
21.8
20.4
26.2
15.2
7.3
7.5
11.2
8.4
8.0
2.4
1.1
3.4
4.4
4.3
7.4

－
635
456
585
534
1,028
3,702
2,459
1,124
1,147
1,223
1,414
1,358
1,275
1,568
1,570
1,822
1,797
3,519
4,100
3,816
2,673
3,027
851(1.1)
776(1.0)

20
70
15
9
44
9
10
19
18
47
40
37
13
22
22
25
4
2
18
8
8
24
21
20
30

130
135
244
257
194
386
396
422
726
732
774
831
832
765
647
625
777
721
671
545
451
441
453
490
464

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
9
1
0
0
10
142
200
476
526
482
490
260
242
297

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

14(5.2)
15(5.5)
17(6.3)
16(5.9)
16(5.8)
18(6.6)
17(6.3)
18(6.6)
12(4.4)
8(2.8)
15(5.3)
8(3.1)
7(5.4)
5(15.2)

1,000
1,040
1,395
2,372
3,560
90
－
1,730
4,885
5,580
500
800
200
340
360
－
600
480
620
635
360
438
260
247
－

県内特用林産物生産量の推移

年度
作目 生しいたけ
（トン）

ひらたけ類
（トン）

たけのこ
（トン）

オオタニワタリ
千枚（トン）

ビロウ葉
（千枚）

木　炭
（トン）

しきみ
（切葉）（kg）

ユーカリ
（枝葉）
千本（トン）

竹
（束）

注）表：沖縄県農林水産部林務課・みどり推進課「沖縄の森林・林業　平成14年版」
　　平成12年から、オオタニワタリ（切り花用）については林業サイドで導入した施設栽培のみを対象とした。
　　トン集計のオオタニワタリは、食用として出荷している生産量である。

茸
生
産
出
荷
施
設

特
用
林
産
物
と
は
？
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平
成
十
四
年
十
一
月
十
四
日
、
沖
縄
県

水
産
会
館
で
平
成
十
四
年
度
沖
縄
地
域
行

政
・
研
究
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
沖
縄
地
域
に
関
係
す
る
国

及
び
県
の
農
業
関
係
の
行
政
機
関
と
試
験

研
究
機
関
と
が
相
互
に
意
見
・
情
報
交
換

を
行
い
、
沖
縄
農
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
議
に
は
、
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
、
沖
縄
県
農
業
試
験
場
、
畜
産
試
験

場
、
家
畜
衛
生
試
験
場
等
の
試
験
研
究
機

関
と
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
等
の
行

政
機
関
が
参
加
し
、
昨
年
八
月
に
県
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
農
林
水
産
業
振
興
計
画
の

実
現
の
た
め
に
、
試
験
研
究
が
果
た
す
べ

き
役
割
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
行
政
機
関
か
ら
試
験

研
究
機
関
に
対
し
て
、
中
元
需
要
に
対
応

す
る
た
め
の
マ
ン
ゴ
ー
の
長
期
出
荷
・
保

存
技
術
の
開
発
等
、
消
費
者
の
需
要
に
応

じ
た
農
業
の
発
展
に
資
す
る
研
究
の
促
進

を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
労
働
時
間
の
短
縮
・
肉
質
の
向

上
等
に
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
家

 

試
験
研
究
機
関
に
対
す
る
要
望
事
項

・
さ
と
う
き
び
収
穫
面
積
の
拡
大
方
策

（
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
マ
ン
ゴ
ー
の
長
期
出
荷
技
術
の
開
発

（
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
堆
肥
等
の
施
用
が
地
下
水
の
水
質
へ
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
（
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
家
畜
の
敷
料
及
び
糞
尿
処
理
に
お
け
る

新
た
な
水
分
調
整
材
の
開
発

（
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
沖
縄
県
（
亜
熱
帯
地
域
）
に
お
け
る
安

全
性
の
高
い
作
物
生
産　
　
　
（
沖
縄
県
）

畜
の
敷
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
オ
ガ

コ
（
木
く
ず
）
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
・
安

全
性
の
両
面
で
優
れ
た
代
用
素
材
の
開
発

を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
古
紙
パ
ル
プ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究

成
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
試
験
研
究
機
関
か
ら
行
政
機
関

に
対
し
て
は
、
研
究
成
果
の
普
及
と
定
着

や
産
学
官
の
共
同
研
究
の
予
算
の
充
実
等
、

研
究
成
果
を
着
実
に
農
業
の
発
展
に
活
か

す
た
め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
野
菜
花
き
類
の
苗
の
移
入
の
際
、
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫
が

侵
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
阻
止
す
る
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
が
加
速
し
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
農
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
試
験
研
究
機
関
と
行
政
機
関

と
の
連
携
の
強
化
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
総
合
事
務
局

で
は
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
取
組
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

  

行
政
機
関
に
対
す
る
要
望
事
項

・
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
確
立
さ
れ
た
成

果
の
普
及
と
定
着

（
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
難
防
除
害
虫
の
侵
入
阻
止
策

（
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
新
規
地
域
総
合
研
究
「
沖
縄
本
島
南
部

地
域
に
お
け
る
園
芸
・
畑
作
・
畜
産
・

広
域
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
（
仮
称
）

へ
の
協
力
（
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
研
究
成
果
の
普
及
・
定
着
支
援
の
促
進

（
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
天
敵
利
用
拡
大
の
た
め
の
農
薬
登
録
の

見
直
し　
　
　
（
沖
縄
県
農
業
試
験
場
）

・
沖
縄
産
学
官
協
同
研
究
推
進
事
業
費
予

算
の
拡
大　
　
（
沖
縄
県
農
業
試
験
場
）

挨
拶
す
る
前
川
農
林
水
産
部
長

沖
縄
地
域
行
政
・
研
究
連
絡
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

会
議
の
模
様
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その5
財

務

部

県
内
企
業
の
景
況
感

現
状
は
「
下
降
」
超
幅
が
縮
小
、
先
行
き
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
見
通
し

ＢＳＩとは…景気動向指数（ビジネスサーベイインデックス）をいい、表の見方は次のとおりです。
　　　　　　ＢＳＩ＝（「上昇」等と回答した企業の構成比）－（「下降」等と回答した企業の構成比）

■売上高（石油、電気、ガスを除く）
（増減（▲）率：％）

区　　分

前　年　同　期　比

14　年　度

上　　期

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸・小売業

サービス業

うちホテル等

大企業

中堅企業

中小企業

下　　期 通　　期

(3.2)  1.4

(▲0.3)▲2.4

(3.7)  2.0

(20.8)  3.5

(3.2)  1.9

(1.6)  0.2

(2.0)  2.5

(3.2)  3.4

(3.5)  1.0

(1.7)  0.6

(3.3)  3.1

(▲0.2)▲1.0

(3.9)  3.8

(▲4.1)▲9.1

(4.4)  1.8

(8.0)  9.1

(12.2)11.7

(4.5)  3.7

(3.9)  3.9

(▲0.6)▲0.5

(3.3)  2.3

(▲0.2)▲1.7

(3.8)  2.9

(3.4)▲5.3

(3.8)  1.9

(4.6)  4.5

(6.6)  6.6

(3.8)  3.6

(3.7)  2.5

(0.6)  0.1

■経常損益（石油、電気、ガスを除く）
（増減（▲）率：％）

区　　分

前　年　同　期　比

14　年　度

上　　期

全産業

製造業

非製造業

建設業

卸・小売業

サービス業

うちホテル等

大企業

中堅企業

中小企業

下　　期 通　　期

(3.2)▲0.5

(33.7) 27.4

(0.1)▲3.7

(72.9) 15.7

(1.5)▲11.0

(15.7) 25.6

(24.0) 31.4

(▲5.2)▲1.1

(12.3)▲6.2

(0.6)   7.2

(33.0) 34.9

(▲12.7) ▲4.4

(62.5) 59.3

(▲35.6)▲40.2

(20.3) 18.2

（黒字転化）黒字転化

（黒字転化）黒字転化

（黒字転化）黒字転化

(20.2) 23.2

(17.7) 28.9

(13.4) 12.1

(2.0)   5.9

(16.1) 13.7

(▲21.8)▲33.1

(11.1)   3.7

(139.0)146.9

(505.5)489.9

(15.1) 15.2

(16.5) 10.4

(5.2) 13.1

（　）は前回８月調査 （　）は前回８月調査

〜
財
務
省
景
気
予
測
調
査
結
果
か
ら
〜

　
財
務
部
が
平
成
十
四
年
十
一
月
に
県
内
の
資
本
金
一
千
万
円
以
上
の
法
人

企
業
（
金
融
・
保
険
業
を
除
く
）
を
対
象
に
実
施
し
た
財
務
省
景
気
予
測
調

査
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

景
況
判
断

　

十
四
年
十
〜
十
二
月
期
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
（
前
期
比
「
上
昇
」
│
「
下
降
」
社

数
構
成
比
・
季
節
調
整
済
）
を
み
る
と
、

製
造
業
で
「
下
降
」
超
に
転
じ
て
い
る
も

の
の
、
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
非
製
造
業
で
「
下

降
」
超
幅
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
下
降
」
超
幅
が
縮
小
し
て

い
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
十
五
年
一
〜
三

月
期
は
製
造
業
で
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大

す
る
も
の
の
、
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
非
製
造

業
で
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
五
年
四
〜
六
月
期
は
製
造
業
で
「
上

昇
」
超
に
転
じ
る
も
の
の
、
ウ
エ
イ
ト
の

高
い
非
製
造
業
で
「
上
昇
」
超
幅
が
縮
小

す
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
わ
ず
か
な

が
ら
「
上
昇
」
超
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

〈
売
上
高
〉
…
十
四
年
度
は
増
収
見
込
み

　

十
四
年
度
下
期
は
、製
造
業
で「
減
収
」

と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増

収
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で

は
「
増
収
」
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
四
年
度
通
期
は
、製
造
業
で「
減
収
」

と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増

収
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で

は
「
増
収
」
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

〈
経
常
損
益
〉…
十
四
年
度
は
増
益
見
込
み

　

十
四
年
度
下
期
は
、製
造
業
で「
減
益
」

と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
大
幅

な
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

産
業
で
は
「
増
益
」
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。

　

十
四
年
度
通
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造

業
と
も
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
増
益
」
見
込
み
と
な
っ
て

景況判断BSIの推移（季節調整済）

2 3 4 2 3 46/1 2 3 47/1 2 3 48/1 2 3 49/1 2 3 410/1 2 3 411/1 2 3 412/1 2 3 413/1 2 3 414/1 215/1

＊景気の山、景気の谷は全国ベース（12年10月は暫定） （暦年/四半期）

景気の谷
（5.10）

景気の谷
（11.1）

景気の山
（9.5）

景気の山
（12.10）

全産業
製造業
非製造業

（％ポイント）

40

30

20

10

0

－10

－20

－30

－40

－50

上
昇
超

下
降
超

現況判断←現況判断← →見通し→見通し
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その6
財

務

部

米
州
開
発
銀
行（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
沖
縄
訪
問

﹇
沖
縄
訪
問
の
目
的
﹈

　

二
〇
〇
五
年
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
の
沖
縄
開
催

が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め
、
Ｉ

Ｄ
Ｂ
の
調
査
団
が
昨
年
十
二
月
十
日
か
ら

十
三
日
ま
で
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。
六
月

一
日
の
イ
グ
レ
シ
ア
ス
総
裁
の
訪
問
に
次

ぐ
も
の
で
す
が
、
総
裁
訪
問
時
に
比
べ
て

よ
り
実
務
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
調

査
結
果
は
Ｉ
Ｄ
Ｂ
理
事
会
に
報
告
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
る
形
で
二
〇
〇
三
年
ミ
ラ
ノ

総
会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
の
総
会
開

催
地
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

﹇
調
査
の
模
様
﹈

　

ア
ル
マ
ン
ド
・
チ
ュ
エ
コ
ス
官
房
次
長
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
会
議
部
課
長
、

小
林
敏
雄
駐
日
事
務
所
長
の
三
名
か
ら
な

る
調
査
団
は
、
当
初
、
内
閣
府
へ
の
表
敬

訪
問
や
、
財
務
省
で
の
協
議
を
行
っ
た
後

の
十
二
月
九
日
に
沖
縄
入
り
す
る
予
定
で

し
た
が
、
折
か
ら
の
大
雪
で
飛
行
機
が
欠

航
と
な
り
、
沖
縄
入
り
が
翌
日
に
ず
れ
込

ん
だ
ほ
か
、
沖
縄
の
青
い
海
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
関
係
者
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
の
肌

寒
い
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
の
調
査
と

な
り
ま
し
た
。
調
査
団
は
総
会
会
場
と
し

て
予
定
さ
れ
て
い
る
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
や
多
く
の
宿
泊
施
設
等
を

調
査
し
た
ほ
か
、
沖
縄
総
合
事
務
局
長
や

沖
縄
県
知
事
へ
の
表
敬
訪
問
、
地
元
経
済

界
等
も
交
え
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

や
首
里
城
、
旧
海
軍
司
令
部
濠
へ
の
視
察

な
ど
沖
縄
県
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
調
査
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
更
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
関

係
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
協
力
で
滞

り
無
く
終
了
し
ま
し
た
。
調
査
団
か
ら
は
、

「
今
回
の
調
査
で
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ

た
。
関
係
者
の
ご
協
力
に
大
変
感
謝
し
て

い
る
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

﹇
今
後
の
取
り
組
み
﹈

　

今
後
は
、
沖
縄
を
全
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
ペ
ル
ー
・
リ
マ
総
会
（
二
〇
〇
四

年
）
で
の
ブ
ー
ス
の
設
置
、
数
次
に
わ
た

る
沖
縄
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
受
入
れ
な
ど
膨
大

な
準
備
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
サ

ミ
ッ
ト
に
続
く
最
大
規
模
の
国
際
会
議
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
国

際
交
流
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
、
沖
縄
県
全
体

の
盛
り
上
が
り
、
万
全
な
準
備
体
制
の
確

立
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

― 
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
誘
致
に
向
け
大
き
く
前
進 

―

ＩＤＢとは、米州開発銀行（Inter-American Development Bank）。中南米地
域の開発途上国の経済的・社会的開発の促進に寄与することを目的に設立された
国際開発金融機関で、本部はワシントンにあり、域内28か国、域外18か国の46
加盟国で構成。わが国は1976年7月に他の域外国とともに加盟しており、現在
では域外国中第１位の出資国として積極的に貢献を行っている。
ＩＤＢ総会は、ＩＭＦ・世銀総会に次ぐ世界最大級の国際会議であり、ＩＤ
Ｂ加盟国の財務大臣、中央銀行総裁等の政府代表団や国際機関、民間金融機関等
の首脳が参加する総会のほか、並行してセミナーや多彩な歓迎行事等が行われる。
同時に中南米地域の民間中小企業への投融資による地域経済の開発促進を目的と
して米州投資公社（ＩＩＣ）総会も開催され、内外合わせて約5千人規模の参加
が予想されている。

右からリチャード・ヒューズ氏、アルマンド・チュエコス氏、小林敏雄氏

沖縄コンベンション・センターにおける調査

沖縄総合事務局長との懇談
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その7
運

輸

部

　

日
本
人
海
外
旅
行
者
数
は
、
二
〇
〇
一

年
は
テ
ロ
事
件
の
影
響
で
前
年
比
百
六
十

万
人
減
、
九
・
〇
％
減
の
千
六
百
二
十
二

万
人
（
世
界
第
十
位
）
と
過
去
最
大
の
落

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
旅
行
先
で
見
る

と
、
�
中
国
二
百
三
十
九
万
人
、
�
韓
国

二
百
三
十
八
万
人
、
�
ア
メ
リ
カ
本
土
百

七
十
二
万
人
、
�
ハ
ワ
イ
百
五
十
一
万
人
、

�
香
港
百
三
十
四
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
二

〇
〇
一
年
は
前
年
比
一
・
四
万
人
増
、
〇
・

三
％
増
の
四
百
七
十
七
万
人
（
世
界
第
三

十
五
位
）
で
あ
り
、
伸
び
悩
み
ま
し
た
。

内
訳
は
、
�
韓
国
百
十
三
万
人
、
�
台
湾

八
十
一
万
人
、
ア
メ
リ
カ
六
十
九
万
人
、

�
中
国
三
十
九
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
大
き
な

経
済
効
果
（
雇
用
効
果
）
が
期
待
さ
れ
る

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
、
概
ね
二
〇
〇

七
年
を
目
途
に
八
百
万
人
と
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
に
つ
い
て
は
、
米
国
、
中
国
等
と

と
も
に
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
効
果
的
な
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
日
韓
観
光
振
興
協
議
会
」
は
毎
年
、

日
本
と
韓
国
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
回
（
平
成
十
四
年
十
二
月
二
日
）
は
那

覇
市
に
お
い
て
第
十
七
回
の
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
韓
国
の
江
原
道

束
草
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
合
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
日
韓
観
光
交
流
促
進

の
た
め
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
い
、
観
光

振
興
の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
両
国
の
観

光
振
興
や
観
光
交
流
に
多
大
な
る
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
側
か
ら
、
金
澤 

悟
国

土
交
通
省
総
合
政
策
局
観
光
部
長
や
沖
縄

総
合
事
務
局
長
は
じ
め
十
六
名
、
韓
国
側

か
ら
權　

慶
相
文
化
観
光
部
観
光
局
長
は

じ
め
十
二
名
が
参
加
し
、
�
日
韓
の
相
互

観
光
交
流
の
拡
大
施
策
、
�
日
韓
の
共
同

誘
客
施
策
、
�
両
国
の
観
光
客
安
全
確
保

策
及
び
需
要
回
復
策
、
�
地
方
観
光
の
活

性
化
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
沖
縄
県
観
光
関
係
者
と
の
「
韓

国
・
沖
縄
観
光
交
流
に
関
す
る
意
見
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
、
�
沖
縄
・
韓
国
の
直

行
便
の
増
便
、
�
新
婚
旅
行
客
の
受
入
、

�
修
学
旅
行
客
の
誘
致
、
�
ノ
ー
ビ
ザ
制

度
の
導
入
、
�
地
方
と
地
方
の
観
光
交
流

の
活
性
化
の
推
進
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

首
里
城
、
万
国
津
梁
館
、
美
ら
海
水
族
館

等
の
沖
縄
を
代
表
す
る
施
設
を
視
察
さ
れ
、

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
沖
縄
へ
の

理
解
を
深
め
、
評
判
は
極
め
て
良
好
で
し

た
。
韓
国
の
皆
様

　

関
係
者
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

第
17
回 
日
韓
観
光
振
興
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

＊
朝
、
昼
、
晩
を
と
わ
ず
い
つ
で
も

　

使
え
る
。

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ

（
こ
ん
に
ち
は
）　

カ

ム

サ

ハ

ム

ニ

ダ

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）　

�「
日
韓
観
光
振
興
協
議
会
」に
お
け
る

　

日
本
側
代
表
挨
拶

�「
日
韓
観
光
振
興
協
議
会
」に
お
け
る

　

韓
国
側
代
表
挨
拶



「第18回財務行政モ
ニター会議」を開催

沖縄地域トレーサビ
リティセミナーを開

「沖縄総合事務局設置
３０周年記念講演会」開

年は沖縄が本土に復帰して
３０周年を迎えるとともに、
沖縄総合事務局も設置され

てから３０周年という大きな節目
の年を迎えました。また、新しい沖
縄振興特別措置法と、これに基づ
く今後１０年間の沖縄振興の基本
となる新たな沖縄振興計画が策定
された記念すべき年でもありまし
た。
　総務部では、この節目の年を記
念して、去る１１月１８日に沖縄
総合事務局設置３０周年記念講演
会を開催しました。
　講師には新沖縄振興計画のとり
まとめにあたられた沖縄振興審議
会会長の清成忠男法政大学総長を
迎え、「新振興計画とこれからの沖
縄」と題した講演が行われました。
　清成会長は、講演の中でこれま
での１次振計から３次振計までの
３０年を振り返るとともに、グロ
ーバル時代の地域振興のあり方に
ついて、米国や中国など外国にお
ける取組事例を紹介しながらこれ
からの沖縄の地域振興にあたって
は、内発的発展と開かれた沖縄と
いうことがこれからは大事であり、
特に高度の知的人材の蓄積が極め
て重要になってくると述べられま
した。
　引き続き行われた質疑応答では、
カ
ジノ構想の是非や一国二制度の導
入についての活発な質疑が行われ
ました。

務部では、去る11月20日、
那覇市内において「第18回

財務行政モニター会議」を開催し
ました。
　財務行政モニター制度は、地域
の幅広い層から選定した財務行政
モニターから財務省施策等にかか
る意見や反響等を把握、収集し、
財務省施策等の企画・立案に役立
てることを目的として平成４年６
月に創設され、今年で11年目を
迎えています。
　当局においても平成４年度から
本制度を導入しており、経済団体、
県内主要企業、マスコミ等、各界
各層から財務行政モニターとして
５名を委嘱しています。
　会議では、坂本財務部長から、
財務部の業務説明の後、今回会議
のテーマである「税制改革」につ
いて、６月以降の動きを含めた趣
旨説明がなされました。
　その後の討議では、政府税制調
査会の答申に盛り込まれた「配偶
者特別控除等の見直し」、「法人事
業税への外形標準課税の導入」の
ほか、「消費税の事業者免税点制
度等の見直し」などについて、活
発な意見が交わされ、有意義な会
議となりました。

の安全・安心に対する関心
が高まる中、食品がいつ、ど

こで、どのように生産・流通された
かを消費者がいつでも把握でき、
安心して食品を購入でき、万一、食
品事故が発生した場合にもその原
因究明を容易にする「トレーサビ
リティシステム」が注目されてい
ます。
　このトレーサビリティシステム
に対する理解の促進に資するため、
平成14年10月28日、「沖縄地域ト
レーサビリティセミナー」を開催
しました。
　セミナーでは、前川農林水産部
長の挨拶の後、日本大学商学部の
梅沢教授から基調講演、イオン(株)
及び全国農業協同組合連合会から
取組事例の紹介、農林水産省担当
官から国における取り組みの紹介
がありました。
　参加者からは、「消費者の信頼回
復を図る上でトレーサビリティシ
ステムの導入は必要不可欠」、「今後、
生産・流通・販売業者の意識改革が
必要条件」との意見がありました。
　なお、国においては、牛肉につい
ては本年度モデル実証を行い、平
成15年度以降トレーサビリティ
システムの導入を予定し、また、青
果物、米、豚肉、水産物等について
もモデル実証を行った上で、順次
導入を目指す計画となっています。

農林水産部農林水産部 財 務 部財 務 部 総 務 部総 務 部
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昨財食



「沖縄の道路」写真コ
ンテスト表彰式

「交通アドバイザー
会議の開催」

ビジネスチャンスの
場の提供
ンチャー企業と投資家やビ
ジネスパートナーとの出会

いの場をつくる「ベンチャープラ
ザ沖縄」（主催：当局、中小企業総合
事業団、中小企業・ベンチャー総合
支援センター九州）と特許流通の
促進を図るための場をつくる「特
許流通フェアin沖縄」（主催：当局、
特許庁）を12月18日、19日の２日
間の日程で併催事業として沖縄コ
ンベンションセンターで開催しま
した。
　このイベントは、ベンチャー企
業のビジネスプランの発表や商品
の展示・紹介をはじめ、企業等が有
する特許技術の紹介を通してビジ
ネスチャンスを提供するものです。
　ベンチャープラザでは参加企業
10社が来場者に対し自社製品の
ＰＲや販路拡大を狙ったプレゼン
テーションを行った他、個別ブー
スにおいては出展者の商談会が行
われ、新商品やビジネスアイデア
等に関心を持った投資家や代理店
関係者などが次々に訪れていまし
た。
　また、特許流通フェアでは特許
提供企業・機関及び特許流通支援
機関15者がブースでの特許技術
等の紹介を行った他、講演会やパ
ネルディスカッション等が並行し
て行われ、特許技術の流通・活用に
関する意識の向上を図りました。

縄の道路」写真コンテスト
は、道路の果たすいろいろ

な役割を県民の方々に理解して頂
き、併せて道路愛護思想の普及を
図るため、沖縄総合事務局開発建
設部主催のもと平成４年度に第１
回目のコンテストが行われ、今回
で第11回目を迎えました。
応募者も第１回目には30名74作
品でしたが、回を重ねる毎に増え、
今回は211名による472作品の応
募がありました。
　去る10月16日に沖縄県写真協
会会長、外７名の審査員による審
査会が行われ、厳選な審査の結果、
最優秀・優秀作品を含む入賞作品
22点を選出し、その中から道路
カレンダーの各月を飾る12作品
を選考しました。
　11月20日にかりゆしアーバン
リゾート那覇において当局霜上次
長はじめ多数の出席者の元、表彰
式が執り行われ、霜上次長より入
賞者に表彰状及び記念品の授与、
入賞作品について沖縄県写真協会
の安里会長より講評が行われまし
た。
　また、表彰式終了後、12月２
日から12月６日に県庁１階で入
賞作品を掲示しました。

運 輸 部運 輸 部 開発建設部開発建設部 経済産業部経済産業部
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ベ沖ス、タクシー、船舶等の公共
交通機関を実際に利用して

いる方々から直接意見や要望等を
出してもらうことにより、利用者
の意向を的確に把握し、今後の施
策に反映させることを目的とした
「平成14年度本島地区交通アドバ
イザー会議」が、11月20日、本局
会議室にて開催されました。通勤・
通学者に加え、高齢者、身体障害者、
マスコミ等各界各層の方が交通ア
ドバイザーとして、それぞれの立
場から貴重な意見・提言が出され、
中身の濃い会議となりました。主
なものとしてモノレール供用に伴
う路線バスの再編、那覇バスター
ミナルの機能分散、バス・タクシー
のマナーの改善、那覇空港及び那
覇港の利用改善等が、各事業者団
体代表や関係行政機関に対して示
されました。
　なお、交通アドバイザーから出
された意見・提言等については、当
局において関係機関と調整の上、
施策に反映させるとともに、関係
事業者においては、一層のサービ
スの向上に反映させることとして
います。具体的には、バスの時刻が
分からないという意見に対し、当
局及び（社）沖縄県バス協会からコ
ンビニエンスストア各社へ協力要
請を行い、本年１月から本島内の
主要コンビニで時刻表の店鋪内貸
出しを開始しました。

バ
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沖縄　車社会の不思議

　

青
は
進
め
。黄
色
は
注
意
し
て
進
め
。

赤
は
急
い
で
進
め
│
│
。沖
縄
で
の
信
号

の
進
み
方
を
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん

は
そ
ん
な
風
に
説
明
し
て
く
れ
た
。「
急

い
で
」の
部
分
は
早
口
に
し
て
冗
談
め
か

し
た
口
調
だ
っ
た
が
、不
思
議
な
説
得
力

を
も
っ
て
耳
に
響
い
た
。こ
の
�
標
語
�

に
一
定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と

を
否
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。少
な
く
と
も
本
土
か
ら
遊
び
に
来
た

私
の
知
人
に
は
、交
通
上
の
注
意
と
し
て

同
じ
よ
う
に
話
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、

冗
談
め
か
し
て
だ
が
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。昨
年
春
、私

が
着
任
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
役
所
に
用
事
が
あ
り
、琉
球
新
報

本
社
前
で
私
は
信
号
を
待
っ
て
い
た
。赤

か
ら
青
に
な
り
、横
断
歩
道
を
渡
り
始
め

た
そ
の
時
、猛
ス
ピ
ー
ド
で
車
が
突
っ
込

ん
で
き
た
。車
と
私
の
双
方
が
す
れ
す
れ

の
と
こ
ろ
で
反
応
し
、危
う
く
難
を
逃
れ

た
が
、正
真
正
銘
、間
一
髪
。肝
を
冷
や

し
た
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、三
差
路
や
交
差
点
で
注
意

を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
。観
察
の
結
果
、

直
進
右
左
折
を
問
わ
ず
、赤
信
号
で
進
む

車
は
珍
し
く
な
い
。車
の
流
れ
に
沿
っ
て

カ
エ
ル
の
卵
よ
ろ
し
く
数
珠
つ
な
ぎ
に

進
む
と
い
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、

ま
っ
た
く
孤
立
し
た
一
台
の
車
が
白
昼

堂
々
、赤
信
号
を
低
速
で
悠
然
と
駆
け
抜

け
る
場
合
も
少
な
く
な
い（
多
く
は
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
）こ
と
が
判
明
し
た
。

　

も
う
一
つ
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。こ

れ
も
大
き
な
特
徴
だ
と
思
う
の
だ
が
、路

地
な
ど
狭
い
道
か
ら
大
き
な
通
り
に
出

よ
う
と
す
る
車
に
対
し
、優
先
車
線
の
車

が
平
気
で
道
を
譲
る（
入
れ
て
や
る
）と

い
う
こ
と
で
あ
る
。道
路
が
す
い
て
い
る

な
ら
と
も
か
く
、渋
滞
で
あ
ろ
う
と
も
気

に
し
な
い
。雨
が
降
る
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
で
、信
号
が
赤
か
ら
青
に
な
っ
て
も
全

然
前
に
進
ま
ず
、普
通
な
ら
そ
う
で
な
く

と
も
イ
ラ
イ
ラ
し
そ
う
な
時
で
さ
え
、脇

か
ら
の
車
を
入
れ
る
。す
で
に
二
回
信
号

が
変
わ
っ
て
も
前
に
進
ん
で
い
な
い
…

…
。

　

至
る
と
こ
ろ
で
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ

る
こ
の
�
蛮
行
�。
渋
滞
が
大
変
と
嘆
く

な
ら
、こ
ん
な
こ
と
を
や
め
れ
ば
い
い
で

は
な
い
か
。渋
滞
が
な
か
な
か
解
消
し
な

い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

絶
対
間
違
い
な
い
。イ
ラ
イ
ラ
に
馴
ら
さ

れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、沸
点
が
低
く
な
り

が
ち
な
ナ
イ
チ
ャ
ー
の
怒
り
は
容
易
に

頂
点
に
達
し
、思
わ
ず
金
切
り
声
を
挙
げ

て
し
ま
う
。「
な
ぜ
だ
」。

　

あ
る
社
会
で
自
然
発
生
的
に
形
成
さ

れ
た
ル
ー
ル
に
は
、そ
の
土
地
に
住
む
人
々

の
共
通
し
た
考
え
方
や
感
じ
方
、様
々
な

了
解
事
項
が
背
景
に
あ
る
。二
十
六
年
間

パ
リ
に
滞
在
し
、独
特
の
思
想
を
築
い
た

森
有
正
と
い
う
哲
学
者
が
い
た
。彼
は
、

日
本
と
の
比
較
で
フ
ラ
ン
ス
の
歩
行
者

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
、信
号

に
頼
ら
ず
、お
互
い
が
目
を
見
て
合
図
を

交
わ
す
こ
と
を
指
摘
、人
間
を
基
礎
と
し
、

個
が
確
立
し
た
文
明
に
お
け
る
自
立
し

た
個
人
間
の
契
約
に
つ
い
て
言
及
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
当
否
は
お
く
と
し
て
、面
白
い
解
釈

だ
と
思
っ
た
。

　

さ
て
、な
ぜ
脇
道
か
ら
の
車
を
幹
線
道

路
側
の
車
が
進
ん
で
入
れ
て
や
る
の
か
。

道
路
の
未
整
備
と
と
も
に
、土
地
の
区
画

整
理
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
基
本
的

な
事
情
が
あ
る
。島
嶼
県
ゆ
え
厳
格
に
分

刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
が

で
き
ず
、組
む
必
要
も
な
い
社
会
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。そ
も
そ
も
多
少
の
時
間
の

遅
れ
な
ど
気
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。何
よ
り
も
、入
れ

て
あ
げ
な
け
れ
ば
か
わ
い
そ
う
だ
、と
い

う
気
分
が
あ
る
。入
れ
て
や
れ
ば
い
い
さ

ぁ
。明
日
は
我
が
身
、い
つ
も
入
れ
替
え

可
能
な
立
場
で
あ
る
の
だ
か
ら
、情
け
は

人
の
た
め
な
ら
ず
、の
精
神
が
浸
透
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。相
互
依
存
・
扶
助
の

一
般
化
の
典
型
だ
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、ウ
チ
ナ
ー
タ
イ

ム
、テ
ー
ゲ
ー
主
義
、ユ
イ
マ
ー
ル
と
い

う
沖
縄
の
伝
統
的
な
精
神
・
行
動
様
式
が

混
交
し
、発
露
し
た
一
結
果
と
解
し
得
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ス
ト
レ
ス
の
低

い
社
会
内
で
形
式
的
な
合
理
性
よ
り
習

慣
か
ら
来
る
実
体
的
な
満
足
度
を
よ
り

優
先
し
て
い
る
、と
。

　

困
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
。こ
の
結
論

を
妥
当
と
す
る
な
ら
ば
、な
ぜ
赤
信
号
で

突
っ
込
む
の
か
、に
つ
い
て
は
や
や
言
葉

足
ら
ず
に
な
る
。そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回

の
お
楽
し
み
。

日本経済新聞那覇支局長

本　田　寛　成

随筆・提言
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●ガジュマル号（市街地東コース）なごらん号（市街地西コース）
　押しボタン一つで、病院や学校の玄関までバスを運行します。

●やんばる号（辺野古コース）
　電話・FAXやバス内での事前予約で、バスを集落内まで運行します。

主催：国土交通省・内閣府沖縄総合事務局／名護市
受託：石川島播磨重工業（株）　バス運行：（株）北部観光バス

●市外地区内、久辺3区内：
　一回100円です。乗り継ぐ場合は、運転手に乗継乗車券をもらえば、乗継分は無料です。
●市街地区と久辺3区にまたがる場合：
　一回200円です。乗り継ぎ乗車券をもらえば乗継分は無料です。

乗 車 運 賃

　ＴＥＬ0980-54-5888（午前7時～午後8時）
　ＦＡＸ0980-53-3663（午前6時～午後9時）

予約先（北部観光バス）

実験期間

平成14年12月24日（火）
午前11時

平成15年2月28日（金）
午後1時発便

〜

幹 部 の 就 任

　

吉
田
正
嗣　

前
局
長
の
転
任
に

伴
い
、
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日

付
け
で
沖
縄
総
合
事
務
局
長
に

成
田
一
郎
氏
が
就
任
し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
京
都
大
学
法
学
部

卒
業
。
昭
和
五
十
年
総
理
府
入
府
、

平
成
二
年
内
閣
総
理
大
臣
官
房

参
事
官
（
広
報
室
）
、
平
成
五
年

運
輸
省
運
輸
政
策
局
貨
物
流
通

施
設
課
長
、
平
成
七
年
総
務
庁

行
政
監
察
局
監
察
官
、
平
成
八
年

総
理
府
国
際
平
和
協
力
本
部
総
務

担
当
参
事
官
、
平
成
九
年
内
閣
官
房

内
閣
外
政
審
議
室
内
閣
審
議
官
、

平
成
十
二
年
迎
賓
館
次
長
、
平
成

十
三
年
内
閣
府
参
事
官
（
沖
縄
総
括

担
当
）（
政
策
統
括
官（
沖
縄
担
当
）

付
）
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

　

東
京
都
出
身　

五
十
五
歳

沖
縄
総
合
事
務
局
長
に

成
田
一
郎
氏

な
り
　

た

 
 

い
ち

ろ
う

が
就
任

利用
者に
やさ
しい

バス
シス
テム
の実
験が

クリ
スマ
スイ
ブに

スタ
ート
！

利用
者に
やさ
しい

バス
シス
テム
の実
験が

クリ
スマ
スイ
ブに

スタ
ート
！
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沖 縄 総 合 事 務 局
ホームページアドレス
☆局報「群星」に対する「皆様の声」をお待ちしています。

http://www.ogb.go.jp


